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主な内容　p2-3平成25年度決算報告、p4市議会・県議会議員選挙、
p5資源ごみ分別について、p6姉妹都市交流、p7新庁舎建設開始、
p8長寿のお祝い、p9稲敷バラエティー、p32稲四季通信、ほか

表紙　10月7日、桜川こども園の
園児たちのいも掘り体験（関連記
事p22）



広報稲敷 平成26年 11月号　23　広報稲敷 平成26年11月号

諸収入5億9,042万円（2.6％）
地方消費税交付金　3億9,662万円（1.8％）
地方譲与税　3億9,357万円（1.8％）
繰入金　2億92万円（0.9％）
その他　6億9,017万円（3.1％）

増
加
や
地
域
の
元
気
臨
時
交
付
金
の
創
設
な
ど
に
よ
る
増
加

は
あ
る
も
の
の
、
公
共
土
木
施
設
災
害
復
旧
費
負
担
金
の
減

少
、
小
学
校
屋
内
運
動
場
の
耐
震
補
強
事
業
に
か
か
る
学
校

施
設
環
境
改
善
交
付
金
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
９
２
１
８
万

円
の
減
額
、
県
支
出
金
に
お
い
て
も
、
農
林
水
産
施
設
災
害

復
旧
費
補
助
金
な
ど
の
減
少
に
よ
り
、
４
億
９
１
２
９
万
円

の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
歳
出
の
決
算
状
況

総
務
費
が
３
億
４
２
２
０
万
円
増
額
と
な
り
ま
し
た
。庁
舎

建
設
事
業
の
再
開
に
よ
る
設
計
関
係
経
費
と
旧
江
戸
崎
西
高

等
学
校
校
舎
の
解
体
工
事
経
費
の
増
加
、
防
犯
対
策
事
業
に

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
は
、
歳
入
決
算
額
が
２
２

４
億
４
８
５
２
万
円
、
歳
出
決
算
額
が
２
１
０
億
３
３
４
４

万
円
で
あ
り
、
翌
年
度
へ
繰
越
す
べ
き
財
源
５
億
９
９
８
１

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
8
億
１
５
２
７
万
円

の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
前
年
度
と
比
較
す
る
と
歳
入
決
算
額
は
13
億
６
０

７
６
万
円
の
減
、
歳
出
決
算
額
は
１
億
２
７
９
４
万
円
の
増

に
な
り
、
大
幅
な
歳
入
減
と
な
り
ま
し
た
。（
１
万
円
未
満
を

切
捨
て
し
て
あ
り
ま
す
。そ
の
た
め
、
合
計
額
や
構
成
比
率

な
ど
が
合
わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
歳
入
の
決
算
状
況

市
税
に
お
い
て
は
、
市
民
税（
２
９
９
５
万
円
増
）、
た
ば
こ

税（
３
４
４
１
万
円
増
）な
ど
の
増
加
に
よ
り
、全
体
で
７
９

１
２
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
地
方
交
付
税
に
お
い
て
は
、
特
別
交
付
税
は
増
額
と
な
り

ま
し
た
が
、
普
通
交
付
税
と
震
災
復
興
特
別
交
付
税
が
減
少

し
た
こ
と
に
よ
り
、
６
億
４
５
０
８
万
円
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
国
庫
支
出
金
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
の

平成25年度　決算

平
成
25
年
度
の
一
般
会
計
、特
別
会
計
、水
道

事
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
、
平
成
26
年

第
３
回
市
議
会
定
例
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

決 
算 

報 

告

お
け
る
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
た
め
の
経
費
の
増
加
、
地
域

公
共
交
通
対
策
事
業
に
お
け
る
、
路
線
バ
ス
運
行
経
路
の
充

実
の
た
め
の
公
共
交
通
運
行
補
助
金
の
増
加
が
主
な
要
因
で

す
。

　
ま
た
、
土
木
費
は
２
億
９
６
８
８
万
円
の
増
額
と
な
り
ま

し
た
。主
な
要
因
は
道
路
維
持
補
修
事
業
と
市
街
地
液
状
化

対
策
事
業
の
経
費
の
増
加
で
す
。東
日
本
大
震
災
に
よ
っ
て

中
断
さ
れ
て
い
た
事
業
の
再
開
と
国
の
経
済
対
策
に
歩
調
を

合
わ
せ
る
た
め
に
積
極
的
に
事
業
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
災
害
復
旧
費
は
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
農
地
災

害
復
旧
事
業
の
ほ
か
農
業
用
施
設
、
道
路
橋
梁
・
上
水
道
施

設
に
係
る
災
害
復
旧
事
業
費
の
減
少
に
よ
り
７
億
７
１
２
６

万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

会計名
区　分

稲敷市決算　【特別会計】

稲敷市決算　【一般会計】

歳 入
224億4,852万円

　 地方交付税
66億8,114万円
　　（29.8％）

　 　市税
49億8,648万円
　　（22.2％）

　 国庫支出金
22億8,849万円
　　（10.2％）

　 　市債
19億3,856万円
　　（8.6％）

　 　繰越金
29億380万円
　　（12.9％）

　 　県支出金
13億7,830万円
　　（6.1％）

歳入の「その他」は、ゴルフ場利用税交付金、
分担金及び負担金、使用料及び手数料、自動
車取得税交付金、地方特例交付金、財産収入、
寄附金、利子割交付金、交通安全対策特別交
付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付
金です。

●

●
●

●
●

国民健康
保険

後期高齢
者医療

公平
委員会

農業集落
排水事業

公共下水
道事業 介護保険 浮島　

財産区
古渡　
財産区

基幹水利施
設管理事業

歳入決算額 63億
181万円

8億
9,592万円 20万円

5億
3,652万円

20億
6,246万円

31億
6,131万円 147万円 486万円

1億
5,451万円

歳出決算額 57億
8,943万円

8億
8,565万円 9万円

5億
1,727万円

19億
4,580万円

30億
4,242万円 106万円 438万円

1億
5,401万円

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

稲敷市水道事業 9億4,601万円 8億8,259万円 1,675万円 3億4,776万円

工業用水道事業 824万円 740万円 ー ー

平成25年度　決算

会計名
区　分

稲敷市決算　【一般会計】

稲敷市決算　【水道事業会計】

歳 出
210億3,344万円

　 　民生費
54億7,460万円
　　（26％）

　 教育費
26億4,662万円
　 （12.6％）

　災害復旧費
11億8,172万円
　　（5.6％）

　　土木費
22億5,112万円
　　（10.7％）

　　総務費
22億2,596万円
　　（10.6％）

　　衛生費
15億7,085万円
　　（7.5％）

　　公債費
14億1,708万円
　　（6.7％）

農林水産業費　10億3,659万円 （4.9％）
消防費　9億6,840万円 （4.6％）
諸支出金　19億1,046万円 （9.1％）
その他　 3億4,999万円 （1.7％）

●

●

●

●

その他の内訳：
議会費　2億2,138万円（1.1％）
商工費　1億2,860万円（0.6％）

健全な本市の財政状況
本市の健全化判断比率と資金不足比率を
算定した結果、いずれの指標においても、
早期健全化団体となる基準値を下回りま
した。
　このことから、本市の財政状況は健全
な状態にありますが、より一層の財政健
全化を進めてまいります。

決算に基づく財政状況の指標
健全化判断比率と
資金不足比率を公表します。
市は、平成25年度の決算を基に、「地方公
共団体の財政の健全化に関する法律（財政
健全化法）」の規定による健全化判断比率
と資金不足比率を公表します。
■問い合せ先：稲敷市財政課　☎ 029-
892-2000（内線2800）

区分 H24年度末現在高 H25年度中増減 H25年度末現在高
財政調整基金 21億2,194万円 ー 21億2,194万円

減債基金 10億8,751万円 ー 10億8,751万円
特定目的基金 79億6,758万円 ▲2,251万円 79億4,507万円
定額運用基金 1億8,032万円 ー 1億8,032万円

合計 113億5,735万円 ▲2,251万円 113億3,484万円

区分 H24年度末現在高 H25年度中増減 H25年度末現在高
一般会計債 179億1,181万円 7億5,721万円 186億6,902万円

（うち臨時財政対策債） 92億7,250万円 5億7,435万円 98億4,685万円
（うち合併特例債） 34億7,305万円 2億8,533万円 37億5,838万円

一般会計積立金現在高

一般会計起債現在高

 実質赤字比率	 該当なし
福祉、教育、まちづくりなどを行う一般会
計などの赤字の程度を指標化し、財政運営
の深刻度を示すのが「実質赤字比率」です。
早期健全化基準（12.91％）

 連結実質赤字比率	 該当なし
特別会計や公営企業を含むすべての会計の
赤字や黒字を合算して、市全体としての赤
字の程度を指標化し、全会計の財政運営の
深刻度を示すのが「連結実質赤字比率」です。
早期健全化基準（17.91％）

 実質公債費比率	 7.6％
市の借入金にかかる元金および利息の支払
いにかかる経費の合計額が標準財政規模に
対してどのくらいの比率になっているかを
見るもので、資金繰りの危険度を示すのが

「実質公債費比率」です。
早期健全化基準（25％）

 将来負担比率	 13.5％
市の借金や将来支払わなければならない負
担金などの残高の程度を指標化し、将来財
政を圧迫する可能性が高いかどうかを示す
のが「将来負担比率」です。
早期健全化基準（350％）

 資金不足比率	 該当なし
公営企業の資金不足を、料金収入の規模と
比較して指標化し、経営状況の深刻度を示
すのが「資金不足比率」です。
経営健全化基準（20％）



未来を決めるあなたの一票
12月14日は茨城県議会議員一般選挙・稲敷市議会議員一般選挙の投票日です

任期満了（茨城県議会議員：平成27年１月７日、稲敷市議会議員：平成26年
12月21日）に伴う茨城県議会議員一般選挙並びに稲敷市議会議員一般選挙
が、次の日程で行われます。この選挙は私達の代表として、県政・市政を担う人
を選ぶ大切な選挙です。忘れずに投票しましょう。
●稲敷市選挙管理委員会（江戸崎庁舎総務課内）☎ 029-892-2000（内線
2209）

▪
選
挙
す
べ
き
人
員

▼
県
議
会
議
員
選
挙
（
稲
敷
市
選
挙

区
）
：
１
人　
※
稲
敷
市
選
挙
区
は
稲
敷

市
と
河
内
町
の
区
域
で
す

▼
稲
敷
市
議
会
議
員
選
挙
：
20
人

▪
投
票
で
き
る
人

▼
県
議
会
議
員
選
挙

平
成
6
年
12
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、
平
成
26
年
９
月
4
日
ま
で
に

稲
敷
市
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
引
き
続
き

市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

※
平
成
26
年
８
月
14
日
以
降
に
稲
敷
市
か

ら
県
内
の
他
市
町
村
に
転
出
さ
れ
た
方
の

う
ち
、
転
出
先
市
町
村
の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
稲
敷
市
で
投

票
で
き
ま
す
。こ
の
場
合
は
転
出
先
の
市

町
村
が
発
行
す
る
「
引
き
続
き
県
内
に
住

所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」が
必
要
で
す
。

▼
市
議
会
議
員
選
挙

平
成
6
年
12
月
15
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
日

本
国
民
で
、
平
成
26
年
９
月
6
日
ま
で
に

稲
敷
市
で
住
民
票
が
作
成
さ
れ
、
引
き
続

き
市
内
に
住
所
を
有
す
る
方
。

（
注
：
い
ず
れ
も
欠
格
事
項
に
該
当
し
な
い
方
）

▪
投
票
所

投
票
は
市
内
27
か
所
の
投
票
所
で
行
い
ま

す
。投
票
所
入
場
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す

の
で
、
投
票
所
を
お
確
か
め
の
う
え
来
所

く
だ
さ
い
。

▪
投
票
所
入
場
券

投
票
所
入
場
券
は
圧
着
式
の
は
が
き
に
な

り
ま
す
。は
が
き
を
開
く
と
世
帯
4
人
ま

で
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、切
り
離
し
て

必
ず
本
人
が
投
票
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
や
紛
失
し
た

場
合
は
、
投
票
所
受
付
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。運
転
免
許
証
や
保
険
証
を
お
持
ち
い

た
だ
け
れ
ば
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
ま
す
。

▪
郵
便
等
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
な
ど

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
障
害
の
程

度
な
ど
が
法
定
要
件（
例
：
両
下
肢
、
体
幹
、

移
動
機
能
の
障
害
が
１
級
ま
た
は
２
級
、
介
護

保
険
の
要
介
護
状
態
区
分
が
要
介
護
５
な
ど
）

を
満
た
し
て
い
る
方
は
、
自
宅
で
郵
便
な

ど
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。た
だ
し
、「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」

の
交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
（
12
月
14
日
）
に
仕
事
や
旅

行
な
ど
で
投
票
所
に
行
け
な
い
方
、
ま
た
、

疾
病
、
負
傷
、
障
害
な
ど
で
歩
行
が
困
難

な
方
な
ど
は
期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。各
期
日
前
投
票
所
に
は
、
車
い
す

を
常
備
し
て
お
り
ま
す
。な
お
、
選
挙
に

よ
っ
て
期
間
が
異
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

▼
県
議
会
議
員
選
挙

日
時
：
12
月
6
日（
土
）〜
13
日（
土
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
：
稲
敷
市
役
所
各
庁
舎　
（
注
：
た
だ

し
、6
日
、7
日
は
江
戸
崎
庁
舎
の
み
）

▼
市
議
会
議
員
選
挙

日
時
：
12
月
8
日（
月
）〜
13
日（
土
）午
前

８
時
30
分
〜
午
後
８
時

場
所
：
稲
敷
市
役
所
各
庁
舎

※
両
方
の
投
票
が
で
き
る
の
は
12
月
8
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。ま
た
、仕
事
先
、旅
行

先
な
ど
の
滞
在
地
で
の
不
在
者
投
票
や
、

指
定
病
院
・
指
定
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
で
の
不
在
者
投
票
も
あ
り
ま
す
。

▪
選
挙
公
報

候
補
者
の
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選
挙
公

報
が
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す
。新
聞
折
込

で
各
家
庭
に
配
布
い
た
し
ま
す
が
、
新
聞

を
購
読
さ
れ
て
い
な
い
世
帯
の
方
は
、
ご

連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
郵
送
い
た
し
ま
す
。

市
役
所
各
庁
舎
や
市
の
出
先
機
関
で
も
配

布
し
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▪
開
票

日
時
：
12
月
14
日（
日
）午
後
９
時
か
ら

場
所
：
稲
敷
市
江
戸
崎
体
育
館

※
投
票
・
開
票
速
報
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

▪告示日
県議会議員選挙　12月5日（金）／ 市議会議員選挙　12月7日（日）
▪投票日
12月14日（日）午前７時から午後８時まで

広報稲敷 平成26年 11月号　45　広報稲敷 平成26年11月号

　　 ～ 資源ごみ分別に関する注意点 ～ 　　
平成25年4月より資源ごみの分別が始まり１年6か月が経過しました。
プラスチック製容器包装及び紙製容器包装の分別について、特に注意をしていただきたい点がありますので、お知らせい
たします。今後とも、資源ごみの分別につきましては、皆様のご協力をお願いいたします。

※ その他の品目については、ご家庭にある『ごみの分別ガイドブック』や『ごみの出し方カレンダー』をご覧ください。
●問合せ先　江戸崎地方衛生土木組合　☎029-892-2841　稲敷市役所生活環境課　☎029-892-2000（内線4402）

二重袋とは、レジ袋などの小さな袋に入れたもの
をいくつかまとめて大きな袋に入れることです。
二重袋で出されると中身の確認が困難なため、プ
ラスチック製容器包装専用の指定袋に直接入れて
出してください。

素材がプラスチックでも、プラスチック製ハンガー、洗面器、プラ
ンター、歯ブラシなどの製品そのものは対象外となっています。
これらは、燃やすごみや粗大ごみとして出してください。

チューブ状になったものや、レトルトパックなど、汚れがひ
どいものは、軽く水ですすいで出してください。また、すす
いでも汚れが落ちないものは、燃やすごみで出してください。

中身が残っているものや油等で汚れがひどく、落
ちにくいものは、リサイクルができませんので燃
やすごみで出してください。

特に間違いの多い『ティシュペーパー・たばこの吸い殻』
は、リサイクル対象外ですので、必ず燃やすごみで出し
てください。



△シュースワップ湖上にて

△さよならパーティーでのダンス

広報稲敷 平成26年 11月号　67　広報稲敷 平成26年11月号

カナダの雄大な自然に感動
第8回稲敷市親善大使、姉妹都市サーモンアームへ

8月16日から26日までの11日間にわたり、市内の中高生18
名と団長、指導員2名の総勢21名が、稲敷市親善大使として姉妹
都市サーモンアーム市（カナダ）へ派遣されました。21名の親善
大使たちは、雄大なカナダの自然の中ホームステイ等様々な経験
を通じて、現地の青少年との友好を深めてきました。また、今回の
親善大使派遣に合わせ、田口市長もサーモンアーム市を表敬訪問
し、友情の門そばに植樹をしてきました。
●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）☎ 029-892-2000（内線 2605）

お知らせ
　昨今の人口問題や経済状況等、両市を取り巻く状況の
変化により、今後の派遣および受入のあり方について、
サーモンアーム市側と協議を進めてまいりました。その
結果、末永く友好的に交流を行っていくにあたり、派遣
および受入を隔年で実施することといたしました。当面
の予定は、以下のとおりです。
　派遣：平成27年8月実施、平成28年8月実施なし
　受入：平成27年3月実施なし、平成28年3月実施

田
口
市
長
コ
メ
ン
ト

今
回
の
稲
敷
市
親
善
大
使
海
外
派
遣
に

あ
わ
せ
ま
し
て
、
私
も
サ
ー
モ
ン
ア
ー

ム
市
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
自
然
の
中
、
と
て
も
雄
大
で
素
晴

ら
し
い
景
色
に
囲
ま
れ
た
地
域
だ
と
身

を
も
っ
て
実
感
し
、
こ
の
よ
う
な
美
し

い
自
然
に
恵
ま
れ
た
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム

市
と
、
姉
妹
都
市
と
な
っ
て
い
る
我
が

稲
敷
市
の
こ
と
を
、
改
め
て
誇
り
に
思

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、
派
遣

団
の
み
な
さ
ん
が
、
カ
ナ
ダ
の
方
々
の

前
で
、
堂
々
と
自
己
紹
介
の
ス
ピ
ー
チ

を
し
て
い
る
姿
を
見
て
、
稲
敷
市
の
未

来
は
明
る
い
な
と
頼
も
し
く
思
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。こ
の
交
流
で
得
た
経
験
と

感
動
が
、
今
後
の
人
生
に
お
い
て
大
き

な
財
産
と
な
り
、
様
々
な
方
面
で
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
も
サ
ー
モ
ン
ア
ー
ム
市
と
稲
敷

市
の
友
好
親
善
が
、
末
永
く
続
く
よ
う

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
学
ん
だ
こ
と

　
　
　
　
東
中
学
校
２
年　
板
橋　
希

私
は
、
世
界
の
生
活
や
文
化
が
日
本
と

ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な

が
ら
カ
ナ
ダ
へ
と
旅
立
ち
ま
し
た
。

　
持
参
し
た
Ｃ
Ｄ
を
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

の
姉
妹
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
と
、
気
に

入
っ
て
く
れ
た
曲
を
繰
り
返
し
歌
っ
て

く
れ
、
そ
の
う
ち
に
３
人
で
口
ず
さ
む

よ
う
に
な
り
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
溶
け

込
む
こ
と
が
で
き
た
理
由
の
一
つ
が
、

こ
の
音
楽
の
お
陰
だ
と
思
い
、
Ｃ
Ｄ
を

用
意
し
て
く
れ
た
姉
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　
楽
し
い
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
、
最
後
の
夜
に

妹
の
チ
ャ
ー
リ
ー
と
、
日
本
へ
来
た
時

に
は
ま
た
会
う
こ
と
を
約
束
し
ま
し
た
。

家
族
と
の
別
れ
の
時
は
と
て
も
つ
ら
く
、

も
う
少
し
こ
の
家
族
と
一
緒
に
い
た
い

と
い
う
気
持
ち
に
な
り
、
家
族
の
一
員

に
な
れ
た
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。

　
私
に
と
っ
て
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

は
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
に
な
る

と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、
こ
の
経
験
を

活
か
し
て
勉
強
や
運
動
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、こ
の
よ
う
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し

て
、
家
族
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

△記念植樹をする田口市長

平成26年度稲敷市親善大使（敬称略）
団　　　長：石井道朗（姉妹都市交流委員会会長）
指　導　員：小松澤充（あずま西小）、紺野芳子（あずま南小）
団　　　員：遠藤千祥子、菅野智愛、幸田真帆、小貫雅敏、
金澤達希、清原秀昭、正能雅玖斗、鈴木夏穂、塚本夏海、
小泉真咲、中平優斗、坂井泉、宮本薆華、佐藤果咲、高栁
勇輝、坂本和弥、飯塚比翼、板橋希

「安全・安心」の防災庁舎を目指して
〜新庁舎の建設工事が始まります〜

設計を進めてきた新庁舎建設事業ですが、9月10日の一般競
争入札で施工業者が決まり、その後9月26日に市議会で議決
され、正式に契約をしました。平成28年5月の開庁を目指して、
10月下旬からいよいよ工事が始まります。
　工事期間中は近隣住民の皆さまをはじめ、付近を通行する皆
さまにご迷惑をお掛けしますが、ご理解ご協力をお願いします。
●稲敷市秘書広聴課庁舎建設推進室（江戸崎庁舎）☎ 029-
892-2000（内線 2612）

建設場所は江戸崎西高跡地（稲敷市犬塚1570番地1）です。

新庁舎建設予定地

ショッピングセン
ターパンプ

至
１
２
５
号
線

スーパー
タイヨー

フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

49
佐倉クリニック

広域農道
（カントリーライン）

【庁舎】
地上4階　塔屋1階　鉄骨造（免震構造）
延床面積　9,241.50㎡

【車庫・倉庫】
地上1階　鉄骨造　延床面積　1,131.07㎡

▽施工業者：五洋建設株式会社茨城営業所
▽施工管理：株式会社安井建築設計事務所
▽契約日：平成26年9月26日
▽工期：平成26年9月27日〜平成28年3月11日
▽契約金額：47億9,714万4,000円

南東側外観イメージ
日射遮へいルーバーにより、夏季の強い日差しは遮り、
冬季の弱い日射しを有効に室内に導きます。

北東側外観イメージ
起状に富んだ谷津地形の地層に習うように帯状の壁面が
積層する外観デザインです。

どこにつくるの？工事概要

デザインコンセプト



稲敷バラエティー

い〜な！稲敷 幸せプロジェクト
〜心のプラカード 稲敷市ver. 〜   クランクイン

広報稲敷 平成26年 11月号　89　広報稲敷 平成26年11月号

9月に案内・募集をしました「い〜な！稲敷 幸せプロジェクト〜心のプラカード 稲敷市Ver.」が、無事10月11日に
撮影が開始されました。予想以上の応募があり、応募チームは小学生のバスケットチームなど普段から活動されてい
る団体はじめ、高校生の仲良し2人組や中学校の卒業生など様々です。また、撮影場所も各々の思い出の場所など稲敷
市の様々な場所で撮影します。
　完成は11月を予定しており、Youtube に投稿予定です。稲敷市ホームページでもご案内します。

「い〜な！稲敷  幸せプロジェクト〜心のプラカード 稲敷市Ver. 〜」とは？

稲敷市が誕生して、10周年を迎えようとしています。合併してからのこの10年間、いろいろなことがありましたが、
稲敷市の皆さまは、昔も今も心温かい人ばかりです。これからもずっと、心温かく「稲敷市民みんなが、仲良く、元気で、
幸せである」ことを願い、AKB48の「心のプラカード」稲敷市Ver を制作します。

《10月11日の撮影の様子を一部お見せします》

●エリアメールとは？
登録不要で市内の各キャリアの

エリアメールでより早く緊急災害情報を

自治体自治体

携帯への
情報配信

エリアメール

メール配信

火災などの災害情報

洪水情報

避難場所の周知

防災行政
　無線

地域住民への周知

携帯電話に対し、避難を呼びか
けるような緊急情報を配信する
ものです。メールアドレスを使
用せず、ラジオ・テレビ電波の
ような形で特定のエリアに配信
されます。
※ 一部機種は受信できません。
●問合せ先
稲敷市秘書広聴課（江戸崎庁舎）
☎029-892-2000（内線2400）

〜100歳の方々に褒状と記念品を贈呈〜
今年、7人が100歳を迎えられます

市内には、今年100歳を迎えられる方が7人います。どの
方も元気で暮らしています。この度、100歳の方々に褒状
と記念品が贈呈されました。皆さん、市長からお祝いの品々
を手渡されとても嬉しそうでした。
　なお、お名前の変体カナは現代カナ表記にしてあります。
※ 写真はご了承された方のみ掲載しております。

▷ 

松
田 

美
津 
様（
高
田
）

▷ 

野
澤 

ふ
み 

様（
羽
賀
）

◁ 

星
野 
み
つ 
様（
上
根
本
）

◁ 

鈴
木 

み
ち
こ 

様（
柴
崎
）

▷ 

内
藤 
さ
い 

様（
柴
崎
）

諸岡 千代 様（古渡）
栗山 ヒサエ 様（柴崎）



トピックストピックス

広報稲敷 平成26年 11月号　1011　広報稲敷 平成26年11月号

農
地
の
貸
付
希
望
を
受
付
ま
す

　
　

農
地
中
間
管
理
事
業

10
月
よ
り
農
地
中
間
管
理
事
業

が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
9
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま

し
た
が
、
農
地
中
間
管
理
事
業

は
、
農
地
を
貸
し
た
い
農
家（
出

し
手
）か
ら
農
地
を
借
り
た
い
担

い
手
農
家（
受
け
手
）へ
農
地
利

用
の
集
積
・
集
約
化
を
円
滑
に

進
め
る
た
め
、中
間
管
理
機
構
が

一
旦
借
り
受
け
て
、担
い
手
農
家

（
受
け
手
）
が
見
つ
か
る
ま
で
の

最
長
2
年
間
を
中
間
的
に
農
地

の
管
理
を
行
う
事
業
で
す
。

　
貸
付
け
を
ご
希
望
さ
れ
る
農

業
者
は
、
申
し
込
み
が
必
要
と

な
り
ま
す
の
で
、
農
政
課
ま
で

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
貸
し
付
け
可
能
な
農
地
】

・
中
間
管
理
機
構
に
10
年
以
上

貸
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

・
再
生
不
可
能
と
判
断
さ
れ
る

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
で
な

い
も
の
。

（
※
た
だ
し
、
事
業
を
活
用
し

て
貸
付
け
で
き
る
農
地
に
は
一

定
の
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、

す
べ
て
の
農
地
を
貸
付
け
で
き

る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。ま
た
、

2
年
間
経
っ
て
も
借
受
け
る
担

い
手
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、

所
有
者
に
返
還
さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。）

◆
農
地
を
貸
し
付
け
た
出
し
手

（
所
有
者
）の
メ
リ
ッ
ト

　
こ
の
事
業
を
活
用
し
た
農
家

（
出
し
手
）に
対
し
て
は
、
農
地

の
集
積
・
集
約
化
に
協
力
さ
れ

た
こ
と
に
よ
る
助
成
金
が
支
払

わ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

【
経
営
転
換
協
力
金
】

　

農
業
を
リ
タ
イ
ヤ
（
離
農
）

し
た
方
、
経
営
面
積
を
減
少
し

て
経
営
を
転
換
し
た
方
、
農
地

を
相
続
し
た
が
農
業
を
営
ま
な

い
方
な
ど
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
、詳
細
な
条
件
あ
り
。

（
交
付
単
価
）

0
・
５
ｈａ
未
満
：
30
万
円
／

0・５
ha
超
～
２・０
ｈａ
未
満
：

50
万
円
／
２
・
０
ｈａ
超
：
70
万

円【
耕
作
者
集
積
協
力
金
】

笹本石材（株）創業１４４周年
お陰様で

東　店
稲敷市西代 1202

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0299-78-3301

鹿嶋本店
鹿嶋市宮中 1-10-10

年中無休

営業時間：8：00～18：00

tel.0299-82-1548

佐原店
香取市佐原ホ 335-3

木曜定休日

営業時間：9：00～18：00

tel.0478-55-1401

さらに 100 年先の安心を提供させて頂きます
東店

国道５１号線

至 竜ケ崎

至 

佐
原

至 

潮
来
市

● 調法寺 様

● 
ガソリンスタンド 様国

道
１
２
５
号
線

水郷大橋

お見積り・ご相談無料です。
一度ご来店お待ちしております。

・安心の30年保証
・当社特許製品
・最新の建墓、霊園情報〔　　　　　　　  〕

霊園・墓石・仏壇・石商品全般

創業１４４周年

中
間
管
理
機
構
の
借
受
農
地
に

隣
接
す
る
農
地
、
ま
た
は
面
的

集
積
要
件
を
満
た
す
原
則
2
筆

以
上
の
農
地
を
貸
付
け
た
農
業

者
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
交
付
単
価
）

10
ａ
：
2
万
円

※
単
価
に
つ
い
て
は
、
平
成
28

年
度
か
ら
金
額
が
変
動
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
農
政
課
（
東
庁
舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０（
内
線
５
２
０
８
）

生
ゴ
ミ
処
理
容
器
等
の

　　
購
入
費
一
部
補
助
制
度

市
で
は
、
一
般
家
庭
か
ら
出
さ

れ
る
生
ご
み
の
減
量
化
を
図
る

た
め
、生
ご
み
処
理
容
器
等（
機

械
式
・
容
器
式
）
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
て
お
り
ま
す
。

● 

補
助
金
交
付
対
象
者

○
市
内
に
住
所
を
有
し
、
そ
の

住
所
地
に
設
置
可
能
な
方

○
発
生
し
た
堆
肥
を
住
所
地
内

で
処
理
で
き
る
方

○
同
一
世
帯
に
市
税
の
滞
納
者

が
い
な
い
方

○
ご
み
の
減
量
化
に
協
力
で
き

る
方

○
過
去
に
機
械
式
お
よ
び
容
器
式

の
補
助
金
を
受
け
て
い
な
い
方

● 

補
助
金
の
額

①
機
械
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
３
０
０
０
０
円
）

②
容
器
式
＝
購
入
額
の
２
分
の

１
に
相
当
す
る
額
（
た
だ
し
、

限
度
額
は
５
０
０
０
円
）

※
当
該
金
額
に
１
０
０
０
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
場
合
、
そ
の

端
数
を
切
り
捨
て
た
額

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
２
）

11
月
28
日（
金
）防
災
行
政
無
線

　　
試
験
放
送
を
行
い
ま
す

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

︲
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
る
、
全
国

一
斉
自
動
放
送
試
験
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。屋
外
に
あ
る
防

災
行
政
無
線
ス
ピ
ー
カ
ー
お
よ

び
宅
内
用
個
別
受
信
機
か
ら
左

記
の
内
容
で
試
験
放
送
さ
れ
ま

す
。

▽
実
施
日
時
：
11
月
28
日（
金
）

午
前
11
時
頃

▽
放
送
内
容
：
「
こ
れ
は
、
テ

ス
ト
で
す
」

※
３
回
繰
り
返
し

■
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
︲
ア
ラ
ー
ト
）と
は
？

２
０
０
４
年
度
か
ら
総
務
省
消

防
庁
が
開
発
お
よ
び
整
備
を
進

め
て
い
ま
す
。大
規
模
災
害
や

武
力
攻
撃
事
態
が
発
生
し
た
際

に
、
国
民
の
保
護
の
た
め
に
必

要
な
情
報
を
通
信
衛
星
を
利
用

し
て
、
瞬
時
に
地
方
公
共
団
体

に
伝
達
す
る
と
と
も
に
市
町
村

防
災
行
政
無
線
を
自
動
起
動
さ

せ
、
住
民
へ
緊
急
情
報
を
伝
達

す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

※
宅
内
用
個
別
受
信
機
は
市
か

ら
の
貸
与
で
す
の
で
、
故
障
な

ど
し
た
場
合
は
廃
棄
せ
ず
に
市

に
修
理
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
必
要
が
無
く
な
っ
た
時

は
市
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課
（
桜
川
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
４
４
０
４
）

多
重
債
務
に
陥
ら
な
い
た
め
に
！

　
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

多
重
債
務
と
は
、
自
分
で
返
せ

る
限
度
を
超
え
た
借
金
を
背
負

っ
て
い
る
状
態
で
す
。最
近
で

は
、
長
引
く
不
況
の
た
め
給
与

が
減
っ
た
り
、
予
期
せ
ぬ
失
業

に
よ
り
多
重
債
務
に
陥
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。多
重
債
務
に

な
っ
た
こ
と
が
原
因
で
家
族
が

バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
り
、
多
額

の
借
金
を
苦
に
し
て
夜
逃
げ
や

自
殺
な
ど
深
刻
な
状
況
に
追
い

込
ま
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
ロ
ー
ン
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
利

用
す
る
際
は
、
⑴
そ
れ
は
本
当

に
必
要
な
お
金（
も
の
）か
？
／

⑵
今
す
ぐ
必
要
な
お
金（
も
の
）

か
？
／
⑶
金
利
は
ど
の
く
ら
い

か
か
る
か
？
／
⑷
自
分
の
収
入

で
き
ち
ん
と
返
済
し
て
い
け
る

か
？
／
⑸
借
金
返
済
の
た
め
の

借
金
で
は
な
い
か
？
、
な
ど
の

点
に
注
意
し
、
も
し
借
金
返
済

が
難
し
く
な
っ
て
き
た
ら
、
早

め
に
家
族
な
ど
に
打
ち
明
け
た

り
相
談
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ

う
。決
し
て
ヤ
ミ
金
に
は
手
を

出
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
茨
城
県
で
は
11
月
14

日（
金
）か
ら
16
日（
日
）と
11

月
28
日
（
金
）
か
ら
30
日
（
日
）

ま
で
の
各
６
日
間
「
多
重
債
務

者
の
た
め
の
無
料
法
律
相
談

会
」
を
開
催
し
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。場
所
は
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。

【
申
込
先
】

茨
城
県
生
活
文
化
課　
　
☎
０

２
９
︲
３
０
１
︲
２
８
２
９

申
込
受
付
は
11
月
４
日
（
月
）

か
ら
で
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

■ 

問
合
せ
先

・
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　
☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

・
相
談
日
：
月
・
水
・
木
・
金
曜

日（
祝
日
を
除
く
）

・
消
費
生
活
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
：

☎
０
５
７
０
︲
０
６
４
︲
３
７

０

宅内用個別受信機 屋外防災行政無線スピーカー
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全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

　
　

年
金
コ
ー
ナ
ー

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法

お
よ
び
地
方
税
法
上
、
健
康
保

険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会
保

険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の

年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、

税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、

平
成
26
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額

で
す
。過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ

け
で
は
な
く
、
配
偶
者
や
ご
家

族
（
お
子
様
な
ど
）
の
負
担
す

べ
き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払

っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
保
険
料

も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

　
な
お
、
平
成
26
年
中
に
納
付

し
た
国
民
年
金
保
険
料
に
つ
い

て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け

る
た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確

定
申
告
を
行
う
と
き
に
、
領
収

書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ

と
を
証
明
す
る
書
類
の
添
付
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
平
成
26
年
1
月

1
日
か
ら
9
月
30
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日

本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険

料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除

証
明
書
」
が
送
ら
れ
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず

こ
の
証
明
書
ま
た
は
領
収
書
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。（
平
成

26
年
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
ら
れ

た
方
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬

に
送
ら
れ
ま
す
。）

　
税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民

年
金
は
、
老
後
は
も
ち
ろ
ん
不

慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に

も
心
強
い
味
方
と
な
る
制
度
で

す
。保
険
料
は
納
め
忘
れ
の
な

い
よ
う
キ
チ
ン
と
納
め
ま
し
ょ

う
。

■ 

問
合
せ
先

土
浦
年
金
事
務
所　
☎
０
２
９

︲
８
２
５
︲
１
１
７
０

稲
敷
市
防
災
訓
練
を
行
い
ま
す

　
　

11
月
23
日（
日
）

▽
日
時
：
11
月
23
日
（
日
）　

午
前
８
時
訓
練
開
始
、
午
前
９

時
15
分
開
会

※
小
雨
決
行
・
荒
天
中
止

中
止
の
場
合
は
防
災
無
線
・
情

報
配
信
メ
ー
ル
な
ど
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
会
場
：
稲
敷
市
立
高
田
小
学

校　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
体
育
館

※
駐
車
場
は
、
高
田
小
学
校
駐

車
場
ま
た
は
高
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
駐
車
場
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▽
内
容
：
住
民
参
加
型
訓
練

（
避
難
誘
導
訓
練
・
初
期
消
火

活
動
訓
練
・
心
肺
蘇
生
法
・
炊

き
出
し
訓
練
な
ど
）

▽
体
験
・
展
示
ブ
ー
ス
（
煙
体

験
ハ
ウ
ス
・
災
害
用
備
品
・
住

宅
用
火
災
警
報
器
等
展
示
）

▽
稲
敷
市
消
防
団
に
よ
る
操
法

訓
練

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
生
活
環
境
課　
☎
０
２

９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０
（
内

線
４
４
０
３
）

認定こども園

　えどさき

高田コミュニティ
センター
（参加者駐車場）

高田小学校

訓練会場

参加者駐車場

参加者

駐車場

至：江戸崎

至：新利根

水廻り救急車！  すぐ駆けつけます

稲敷市給排水設備指定工事店
スズキハウス 販売代理店

稲敷市阿波崎 1568
TEL:0299-79-1543

代表　根本 國男

給排水設備の事で
困ったらすぐ電話
稲敷市・阿見町・県南水道企業団

根本住宅産業根本住宅産業

鹿嶋市荒野 1393-3（中野東小近く　実機あります。見学歓迎）
お問い合わせは ０２９９ー６９ー７９０９（TEL/FAX）
地元・自社施行販売の 有限会社 赤嶺電研企画

建設業許可茨城県知事 般-18 第 31782 号
太陽光発電の設計・施行・販売【産業用・家庭用】

太 陽 光 発 電 で
第二の年金！を始めませんか？
家族！家計！日本！そして、地球環境！全部に貢献！

広告

児
童
ク
ラ
ブ
入
所
者
募
集

　
　
平
成
27
年
度
対
象

市
で
は
、
来
年
度
の
児
童
ク
ラ

ブ
へ
の
入
所
希
望
者
を
募
集
し

ま
す
。学
校
か
ら
帰
宅
し
て
も
、

就
労
な
ど
で
家
族
が
い
な
い
家

庭
の
児
童
を
対
象
に
開
設
し
て

い
ま
す
。

■
入
所
対
象

市
内
在
住
の
小
学
生
（
６
年
生

ま
で
対
象
）
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
当
て
は
ま
る
児
童
。

① 

ひ
と
り
親
や
共
働
き
の
家
庭

な
ど
で
、
児
童
が
帰
宅
し
て
も

面
倒
を
見
る
人
が
い
な
い
場
合

② 

家
族
が
長
期
間
の
病
気
な
ど

で
保
護
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合

③ 

①
②
以
外
で
、特
別
に
保
護

が
必
要
と
認
め
ら
れ
た
場
合

※
定
員
に
空
き
が
あ
る
場
合
は
、

二
次
募
集
を
行
い
ま
す
。（
二

次
募
集
は
市
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
）

※
申
込
が
定
員
数
を
超
え
る
場

合
は
、
低
学
年
の
児
童
を
優
先

し
て
受
け
入
れ
ま
す
。

■
開
設
日

①
月
～
金
曜
日
（
学
校
終
了
時

～
午
後
６
時
20
分
）

②
学
校
休
業
日
（
夏
休
み
、
冬

休
み
、
春
休
み
な
ど
）
午
前
８

時
～
午
後
６
時
20
分

③
土
曜
日　
午
前
８
時
～
午
後

６
時

※
土
曜
日
は
市
内
１
か
所
（
新

利
根
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）
で

開
設
。対
象
は
児
童
ク
ラ
ブ
に

入
所
し
て
い
て
、
保
護
者
の
休

日
が
土
曜
日
で
な
い
児
童

■
保
育
料

▽
月
額
：
３
０
０
０
円
（
８
月

は
５
０
０
０
円
）

※
土
曜
日
も
入
所
す
る
場
合
は
、

月
額
１
０
０
０
円
加
算

■
申
込
手
続
き

「
入
所
の
ご
案
内
」お
よ
び「
申

込
書
類
」
は
11
月
４
日
以
降
、

各
総
合
窓
口
課
（
新
利
根
庁
舎

は
子
ど
も
家
庭
課
）
お
よ
び
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

▽
受
付
期
間
：
12
月
１
日（
月
）

～
12
日
（
金
）
の
平
日　
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時

※
二
次
募
集
は
、
２
月
２
日

（
月
）
～
６
日（
金
）を
予
定
し

て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
、「
入
所
の
ご
案
内
」を

お
読
み
く
だ
さ
い
。

▽
受
付
場
所
：
各
総
合
窓
口
課

（
新
利
根
庁
舎
は
子
ど
も
家
庭
課
）

名称 開設場所 入所対象とする小学校
江戸崎地区第一児童クラブ

江戸崎小 江戸崎小江戸崎地区第二児童クラブ
江戸崎地区第三児童クラブ

沼里地区児童クラブ 沼里小 沼里小、君賀小
高田地区児童クラブ 高田コミュニティセンター 高田小

新利根地区第一児童クラブ
新利根中

新利根小新利根地区第二児童クラブ
新利根地区第三児童クラブ 根本共同利用施設

桜川地区児童クラブ 古渡小 古渡小、阿波小、浮島小、鳩崎小
あずま東地区児童クラブ あずま東小 あずま東小
あずま西地区児童クラブ あずま西小 あずま西小、あずま北小、あずま南小

土曜日児童クラブ ふれあいセンター 市内全地域

■ 

問
合
せ
先

稲
敷
市
子
ど
も
家
庭
課
（
新
利
根

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２

０
０
０（
内
線
３
４
０
０
）
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ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
と
は

男
と
女
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）と
は
？

多
く
の
場
合
、
暴
力
の
被
害
者

は
女
性
で
、
夫
や
恋
人
な
ど
親

し
い
関
係
に
あ
る
男
性
（
婚
約

者
・
同
棲
相
手
・
別
れ
た
夫
な

ど
）
か
ら
振
る
わ
れ
る
身
体
的
、

精
神
的
、性
的
、経
済
的
、社
会

的
な
暴
力
の
こ
と
で
す
。個
人

的
な
関
係
の
中
で
、
経
済
的
、

社
会
的
に
優
位
に
立
つ
男
性
が

暴
力
で
女
性
を
支
配
（
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
）
す
る
こ
と
で
、
単
な

る
夫
婦
喧
嘩
で
は
な
く
暴
力
で

あ
り
、
犯
罪
と
な
る
行
為
を
も

含
む
重
要
な
人
権
侵
害
で
す
。

近
年
は
、
中
高
生
や
大
学
生
な

ど
の
カ
ッ
プ
ル
間
で
も
起
き
て

い
て
、「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

【
該
当
例
】

身
体
的
暴
力
（
殴
る
・
蹴
る
・

突
き
飛
ば
す
な
ど
）
／
精
神
的

暴
力（
暴
言
・
無
視
・
お
ど
す
）

／
性
的
暴
力（
性
行
為
の
強
要・

避
妊
に
協
力
し
な
い
な
ど
）
／

経
済
的
暴
力
（
生
活
費
を
渡
さ

な
い
・
借
金
を
さ
せ
る
な
ど
）

／
社
会
的
暴
力
（
交
友
関
係
の

制
限
・
電
話
の
チ
ェ
ッ
ク
な

ど
）
／
そ
の
他
（
子
ど
も
に
暴

力
を
振
る
う
・
子
ど
も
を
取
り

上
げ
る
な
ど
）

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
相
談
し
て
く

だ
さ
い

婦
人
相
談
所
は
、
女
性
が
抱
え

る
様
々
な
問
題
に
つ
い
て
の
相

談
を
お
受
け
す
る
と
こ
ろ
で

す
。
次
の
よ
う
な
内
容
で
お
困

り
の
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
す
。

【
相
談
内
容
】

配
偶
者
・
交
際
相
手
な
ど
か
ら

の
様
々
な
暴
力
／
結
婚
離
婚
、

男
女
間
の
ト
ラ
ブ
ル
／
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ

○
Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口

・
茨
城
県
婦
人
相
談
所
相
談
電

話　
☎
０
２
９
︲
２
２
１
︲
４

１
６
６（
相
談
専
用
）

・
相
談
時
間　
（
平
日
）午
前
９

時
～
午
後
９
時
、（
土
日
祝
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時

・
茨
城
県
警
察
女
性
専
用
相
談

電
話　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

８
１
０
７（
24
時
間
受
付
）

■
問
合
せ
先

稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
（
江
戸
崎

庁
舎
）　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
４
０
６
）

稲
敷
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

11
月
30
日
販
売
開
始

稲
敷
市
商
工
会
と
稲
敷
市
で

は
、
低
迷
す
る
個
人
消
費
を
喚

起
し
、
消
費
者
の
生
活
支
援
と

消
費
購
買
力
の
流
出
防
止
、
市

内
各
事
業
所
の
売
上
向
上
を
図

り
、
中
小
商
工
業
者
の
賑
わ
い

創
出
と
併
せ
て
、
地
域
経
済
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

恒
例
の
「
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
」を
発
行
し
ま
す
。

■
商
品
券
に
つ
い
て

１
万
２
千
円
分
の
商
品
券
（
１

千
円
券
×
12
枚
）
を
、
１
万
円

で
販
売
し
ま
す
。

　
た
だ
し
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
テ
ナ
ン
ト
含
む
）
や

ス
ー
パ
ー
、
チ
ェ
ー
ン
店
で
利

用
出
来
る
の
は
、
６
枚
（
６
０

０
０
円
）
に
限
り
ま
す
。地
元

中
小
店
・
事
業
所
で
は
12
枚
全

て
利
用
可
能
で
す
。

▽
販
売
期
間
：
11
月
30
日（
日
）

午
前
９
時
〜
（
売
り
切
れ
次
第

終
了
）

▽
販
売
場
所
：
稲
敷
市
商
工
会

本
所
お
よ
び
市
内
３
か
所

▽
販
売
数
：
５
０
０
０
セ
ッ
ト

（
一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で
）

あ
な
た
の
入
会
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

　
　
稲
敷
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
会
員
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。あ
な
た
の

知
識
や
経
験
を
地
域
の
た
め
に

役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

・
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
／
ス
ポ

ー
ツ
大
会
（
輪
投
げ
、
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、

ペ
タ
ン
ク
な
ど
）
／
健
康
づ
く

り
、
介
護
予
防
／
文
化
教
養
活

動
／
親
睦
研
修
な
ど

※
活
動
内
容
や
会
費
に
つ
い
て

は
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。

●
現
在
の
老
人
ク
ラ
ブ
（
45
ク

ラ
ブ
）

【
江
戸
崎
地
区
】

　
門
前
さ
さ
ら
会
／
田
宿
長
寿

会
／
新
山
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
／

戸
張
張
寿
会
／
浜
高
砂
会
／
大

宿
古
城
会
／
天
王
会
／
根
宿
も

く
せ
い
会
／
西
町
愛
宕
会
／
荒

野
長
寿
会
／
下
君
山
平
成
会
／

上
君
山
老
人
ク
ラ
ブ
／
沼
田
老

人
ク
ラ
ブ
／
時
崎
延
寿
会
／
馬

場
先
ハ
ー
ブ
ク
ラ
ブ
／
花
指
ゴ

ー
ル
ド
ク
ラ
ブ
／
沼
田
台
百
才

ク
ラ
ブ
／
鳩
崎
さ
わ
や
か
ク
ラ

ブ
／
野
原
す
ず
ら
ん
会
／
岡
遊

亀
ク
ラ
ブ
／
須
賀
百
寿
会
／
椎

塚
長
寿
会
／
駒
塚
駒
寿
会
／
桑

山
桑
扇
会

【
新
利
根
地
区
】

　
上
郷
老
人
ク
ラ
ブ
／
下
根
本

第
一
老
人
ク
ラ
ブ
／
下
根
本
第

二
老
人
ク
ラ
ブ
／
寄
居
老
人
ク

ラ
ブ
／
寺
地
交
友
会
／
新
宿
老

人
ク
ラ
ブ
／
九
軒
老
人
ク
ラ
ブ

／
戌
渡
老
人
ク
ラ
ブ
／
太
田
下

老
人
ク
ラ
ブ
／
小
野
寺
内
老
人

ク
ラ
ブ

【
桜
川
地
区
】

　
三
次
福
寿
会
／
馬
渡
平
成
会

【
東
地
区
】

　
橋
向
老
人
ク
ラ
ブ
／
六
角
老

人
ク
ラ
ブ
／
結
佐
い
き
い
き
ク

ラ
ブ
／
上
須
田
西
老
人
ク
ラ
ブ

／
伊
佐
部
第
一
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

／
伊
佐
部
第
二
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

／
下
須
田
老
人
ク
ラ
ブ
／
釜
井

老
人
ク
ラ
ブ
／
ヒ
ル
ズ
ク
ラ
ブ

（
光
葉
）

　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方
で

あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
入
会
で

き
ま
す
。な
お
、
ご
入
会
は
お

住
ま
い
の
地
区
の
老
人
ク
ラ
ブ

と
な
り
ま
す
。お
住
ま
い
の
地

域
に
老
人
ク
ラ
ブ
が
無
い
場
合

は
、
新
規
ク
ラ
ブ
を
設
立
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。仲
間
を
増

や
し
て
、
楽
し
く
生
き
生
き
と

し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
送
り
ま

せ
ん
か
。

※
11
月
中
旬
～
12
月
に
老
人
ク

ラ
ブ
会
員
募
集
の
チ
ラ
シ
を
回

覧
し
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

地
区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
・
稲
敷

市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

☎
０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
１
９

０

文
化
財
巡
り
を
し
ま
せ
ん
か

歴
史
民
俗
資
料
館

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

火
の
取
り
扱
い
に
ご
注
意
を

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
文
化
財

が
あ
る
こ
と
を
み
な
さ
ん
ご
存

知
で
す
か
？

　
文
化
財
に
は
建
造
物
、
絵
画
、

彫
刻
、
工
芸
品
な
ど
い
ろ
い
ろ

11
月
９
日
（
日
）
～
11
月
15
日

（
土
）ま
で
の
一
週
間
、
全
国
一

斉
に
「
秋
の
火
災
予
防
運
動
」

が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
火
災
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
か
ら
発
生
す
る
場
合
が
多

い
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は

充
分
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。ご

家
族
や
、
近
所
の
方
々
と
災
害

に
対
す
る
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
、
何
か
あ
っ
た
ら
助
け
合

え
る
隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を

つ
く
り
あ
げ
、
い
ざ
と
い
う
と

あ
り
ま
す
が
、
今
回
資
料
館
で

は
、
茨
城
県
と
稲
敷
市
の
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
て
い
る

建
造
物
や
彫
刻
、
史
跡
を
見
学

に
行
き
ま
す
。実
際
に
訪
れ
、

説
明
を
聞
い
て
地
域
の
歴
史
や

文
化
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

き
に
は
、
落
ち
着
い
て
行
動
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

・
江
戸
崎
消
防
署　
☎
０
２
９
︲

８
９
２
︲
１
２
３
８

・
江
戸
崎
消
防
署
桜
東
分
署　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
２
０

・
龍
ヶ
崎
消
防
署
新
河
分
署　
☎

０
２
９
７
︲
８
４
︲
０
１
１
９

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。　

▽
日
時
：
11
月
22
日
（
土
）
10

時
出
発

▽
内
容
：
阿
波
崎
の
観
音
寺
→

阿
波
崎
城
跡
→
小
野
の
逢
善
寺

→
根
本
の
寝
釈
迦

▽
定
員
：
15
名

※
昼
食
代
は
各
自

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
敷
市
歴
史
民
俗
資
料
館　
☎
０

２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

販売場所 販売数量
（セット）

稲敷市商工会 2,000
商工会

新利根支所（旧） 1,000
市役所桜川庁舎

1Ｆロビー 1,000
市役所東分庁舎

1Ｆロビー 1,000

■
問
合
せ
・
申
込
み
先

稲
敷
市
商
工
会　
☎
０
２
９
︲
８

９
２
︲
２
６
０
３

http://w
w

w
.inashiki.or.jp

▽
販
売
対
象
：
稲
敷
市
に
在
住

ま
た
は
在
勤
、在
学
の
方

▽
使
用
期
間
：
11
月
30
日（
日
）

〜
平
成
27
年
３
月
31
日（
火
）

▽
使
用
で
き
る
店
舗
：
商
工
会
に

取
扱
店
・
事
業
所
の
登
録
を
し
た

店
舗
、事
業
所

※
左
記
ノ
ボ
リ
が
目
印
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画
し
製
作
し
た
商
品
を
元
気
い

っ
ぱ
い
販
売
し
ま
す
の
で
、皆
さ

ま
、ぜ
ひ
ご
来
店
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
：
11
月
１
日
（
土
）　
開

店　
午
前
９
時　
▽
会
場
：
稲

敷
市
文
化
祭　
新
利
根
会
場　

▽
出
店
者
：
江
戸
崎
小
・
沼
里

小
・
鳩
崎
小
・
新
利
根
小
の
５
・

６
年
生

●
稲
敷
市
商
工
会
青
年
部　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
６
０
３

あ
な
た
一
人
で
悩
ん
で

い
ま
せ
ん
か

人
は
み
ん
な
人
権
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
個
人
と
し
て
人
権

を
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。し
か
し
、
残
念
な
が
ら
女

性
に
対
す
る
人
権
侵
害
が
依
然

と
し
て
発
生
し
て
お
り
、
大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

水
戸
地
方
法
務
局
お
よ
び
茨
城

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、

平
成
12
年
度
か
ら
様
々
な
活
動

を
通
じ
て
女
性
の
人
権
問
題
に

取
組
ん
で
お
り
、
悩
み
を
持
っ

た
女
性
が
気
軽
に
相
談
で
き
る

専
用
の
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
」
を
設
置
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
、
よ
り
多
く
の

方
々
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
左
記
の
と
お
り
全
国
一

斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
を
実
施
い
た
し

ま
す
。

▽
期
間
：
11
月
17
日（
月
）〜
23

日（
日
）ま
で
の
7
日
間　
▽
時

間
：
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７

時
ま
で　
※
土
日
は
午
前
１
０

時
〜
午
後
５
時
ま
で　
▽
電
話

番
号
：
０
５
７
０
︲
０
７
０
︲

８
１
０
（
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

▽
相
談
員
：
法
務
局
職
員
ま
た

は
人
権
擁
護
委
員

●
水
戸
地
方
法
務
局
人
権
擁
護

課　
☎
０
２
９
︲
２
２
７
︲
９

９
１
９日

本
語
教
室
を

手
伝
っ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本

語
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。日

本
人
と
結
婚
し
た
り
、
仕
事
の

た
め
に
来
日
し
て
い
る
外
国
人

に
日
本
語
を
教
え
て
い
ま
す
。

生
徒
は
カ
タ
コ
ト
以
上
の
日
本

語
が
分
か
り
ま
す
の
で
、
日
本

語
で
教
え
ら
れ
ま
す
。特
別
な

資
格
は
い
り
ま
せ
ん
。是
非
お

手
伝
い
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
毎
週
水
曜
日　
午
後

１
時
〜
２
時
30
分　
午
後
7
時

30
分
〜
９
時　
▽
場
所
：
江
戸

崎
公
民
館

●
日
本
語
サ
ー
ク
ル
「
か
ぼ
ち

ゃ
」　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

３
５
８
７

航
空
科
学
博
物
館

イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

■
企
画
展
示
「
航
空
キ
ッ
ズ
ア

ー
ト
展
」

▽
日
時
：
11
月
１
日
（
土
）
〜

30
日（
日
）　
▽
場
所
：
航
空
科

学
博
物
館
２
Ｆ
展
示
室　
▽
費

用
：
入
館
料
の
み　
▽
内
容
：

４
月
1
日
か
ら
９
月
30
日
ま
で

の
期
間
、
園
児
お
よ
び
小
学
生

を
対
象
に
航
空
機
の
デ
ザ
イ

ン
・
ス
ケ
ッ
チ
・
工
作
な
ど
の

作
品
を
募
集
い
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
作
品
を

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
旅
客
機
ビ
デ
オ
上
映
会

▽
日
時
：
11
月
９
日
（
日
）
午

前
11
時　
▽
場
所
：
航
空
科
学

博
物
館
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル　

▽
費
用
：
入
館
料
の
み　
▽
内

容
：
日
本
飛
行
機
ビ
デ
オ
ク
ラ

ブ
が
日
本
各
地
で
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
撮
影
し
た
旅
客
機
の
美
し
い

映
像
作
品
を
上
映
い
た
し
ま
す
。

●
航
空
科
学
博
物
館　
☎
０
４

７
９
︲
７
８
︲
０
５
５
７

常
陽
銀
行

年
金
相
談

銀
行
顧
問
の
社
会
保
険
労
務
士

が
無
料
で
ご
相
談
に
応
じ
、
請

求
手
続
の
代
行
を
い
た
し
ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
11
日
（
火
）
／

12
月
11
日
（
木
）
午
前
10
時
〜

午
後
３
時
（
予
約
制
）　

▽
場

所
：
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店

【
相
談
内
容
】・
年
金
の
お
受
け

取
り
手
続
き
に
つ
い
て
・
年
金

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
や
年

金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
な
ど

の
他
年
金
に
関
す
る
ご
質
問

●
常
陽
銀
行
江
戸
崎
支
店　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
１
２

第
27
回
健
康
教
室

宮
本
病
院

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

▽
テ
ー
マ
：
変
形
性
関
節
症　

▽
講
師
：
坂
田
禮
一　
先
生　

▽
日
時
：
12
月
４
日（
木
）午
後

１
時
30
分
〜　
▽
場
所
：
宮
本

病
院
新
館　
▽
参
加
費
：
無
料

※
送
迎
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お

申
し
込
み
は
、
当
院
受
付
、
ま

た
は
お
電
話
に
て
承
っ
て
お
り

ま
す
。

●
宮
本
病
院　
地
域
医
療
連
携

室　
☎
０
２
９
９
︲
９
４
︲
３

０
８
０ホ

ス
ピ
タ
ル
シ
ア
タ
ー

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル

み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
、
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
公
演
を
開
催
し
ま

す
。地
域
の
皆
さ
ま
、お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
演
目
：
キ
ャ
ト
ル
・
リ
ー
フ

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
ほ
ほ
え
み
の

架
け
橋
」　

▽
日
時
：
11
月
８

日
（
土
）
午
後
２
時
〜　
※
入

場
無
料
、
会
場
は
30
分
前
で
す
。

公
演
終
了
後
「
茶
話
会
」
が
あ

り
ま
す
。　
▽
場
所
：
み
や
ざ

き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
６
階
レ
イ
ン

ボ
ー
ホ
ー
ル

●
み
や
ざ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル　
☎

０
２
９
７
︲
８
７
︲
３
３
２
１

キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ

シ
ョ
ッ
プ
の
お
知
ら
せ

子
供
た
ち
が
自
分
た
ち
で
実
際

に
商
売
を
す
る
こ
と
に
よ
り「
商

い
の
仕
組
み
・
お
金
の
大
切
さ

な
ど
」を
学
び
、
想
像
力
、
行
動

力
を
養
う
こ
と
を
目
的
と
し
た

「
キ
ッ
ズ
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ
ッ

プ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。子
供
た

ち
が
思
い
思
い
に
一
生
懸
命
計

後
１
時
〜
午
後
４
時　

▽
場

所
：
稲
敷
市
役
所
（
江
戸
崎
庁

舎
）
２
階　

会
議
室　

▽
定

員
：
先
着
５
名
程
度
（
事
前
電

話
予
約
の
こ
と
）　

※
11
月
４

日（
火
）か
ら
受
付
開
始

●
法
テ
ラ
ス
茨
城　
☎
０
５
０

︲
３
３
８
３
︲
５
３
９
０
（
平

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま

で
）自

賠
責
保
険
・
自
賠
責

共
済
の
ご
案
内

「
自
賠
責
が
あ
な
た
と
家
族
を

守
り
ま
す
」

国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被

害
者
に
も
加
害
者
に
も
な
り
得

る
極
め
て
深
刻
な
状
況
と
な
っ

て
い
ま
す
。交
通
事
故
は
車
社

会
の
負
の
部
分
で
あ
り
、
被
害

者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ

て
も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す

も
の
で
す
。自
賠
責
保
険
・
共

済
は
、
す
べ
て
の
ク
ル
マ
・
バ

イ
ク
１
台
ご
と
に
加
入
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の

賠
償
責
任
を
担
保
す
る
こ
と
で
、

加
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を
補

償
す
る
制
度
で
す
。一
人
一
人

が
、
自
賠
責
制
度
の
役
割
や
重

要
性
、
保
険
金
の
支
払
い
の
し

く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認

識
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で

す
。求

職
者
支
援
訓
練

早
期
就
職
へ

雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な
い
方

な
ど
を
対
象
に
、
早
期
就
職
に

向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
の

職
業
訓
練
の
案
内
を
し
て
い
ま

す
。受
講
料
は
原
則
無
料
で
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
積
極
的
に
就

職
支
援
を
行
い
ま
す
。お
問
い

合
わ
せ
は
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
へ

●
茨
城
労
働
局
職
業
安
定
部
地

方
訓
練
受
講
者
支
援
室　
☎
０

２
９
︲
２
７
７
︲
８
２
９
１

陸
上
自
衛
隊

受
験
者
募
集

▽
試
験
種
目
：
陸
上
自
衛
隊
高

等
工
科
学
校
生
徒（
一
般
）　
▽

受
験
資
格
：
男
子
で
中
卒
（
見

込
含
）
17
歳
未
満
の
者　
▽
受

付
：
11
月
1
日
（
土
）
か
ら
平

成
27
年
１
月
９
日
（
金
）
ま
で

▽
試
験
期
日
：
第
１
次
試
験
：

平
成
27
年
１
月
24
日
（
土
）
／

第
２
次
試
験
：
平
成
27
年
２
月

５
日
（
木
）
か
ら
８
日
（
日
）
ま

で
の
間
指
定
す
る
1
日

●
自
衛
隊
茨
城
地
方
協
力
本
部

　
龍
ケ
崎
地
域
事
務
所　
☎
０

２
９
７
︲
６
４
︲
３
３
５
１

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
〜
12
月
1
日

犯
罪
被
害
者
が
被
害
か
ら
立
ち

直
り
、
再
び
平
穏
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
な
る
た
め
に
は
、
周
囲

の
方
々
の
理
解
と
配
慮
、
協
力

が
必
要
で
す
。犯
罪
被
害
者
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、
支
援

の
重
要
性
に
対
す
る
理
解
を
深

め
ま
し
ょ
う
。

●
稲
敷
地
区
被
害
者
支
援
連
絡

協
議
会
／
稲
敷
警
察
署　
犯
罪

被
害
者
相
談
窓
口
（
茨
城
被
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
）　

☎
０
２

９
︲
２
３
２
︲
２
７
３
６

初
級
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

参
加
者
募
集

初
め
て
の
方
で
も
安
心
で
す
。楽

し
く
体
を
動
か
し
て
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
：
毎
週
木
曜
日　
午
後

7
時
30
分
〜
８
時
30
分　
▽
場

所
：
江
戸
崎
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ　
▽
会
費
：
３
０
０
０
円

（
２
か
月
分
）　
▽
持
ち
物
：
飲

み
物
、タ
オ
ル
、室
内
用
運
動
靴

●
所　
☎
０
９
０
︲
５
５
３
３

︲
５
６
３
７

茨
城
県
最
低
賃
金
改
定

「
時
間
額
７
２
９
円
」

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最

低
賃
金
を
時
間
額
７
２
９
円

（
昨
年
度
額
よ
り
16
円
引
き
上

げ
）に
改
正
決
定
し
ま
し
た
。10

月
４
日
よ
り
県
内
の
全
産
業
・

全
労
働
者
に
適
用
さ
れ
て
い
ま

す
。賃
金
額
が「
茨
城
県
最
低
賃

金
」を
下
回
る
雇
用
契
約
は
、労

使
双
方
の
合
意
で
あ
っ
て
も
、

最
低
賃
金
法
に
よ
り
、
賃
金
額

に
つ
い
て
は
無
効
と
さ
れ
、
最

低
賃
金
額
と
同
額
の
契
約
を
し

た
も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

●
茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室　
☎
０
２
９
︲
２
２
４
︲

６
２
１
６

説
明
会
の
ご
案
内

竜
ケ
崎
税
務
署

税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
者
の

方
の
決
算
の
仕
方
な
ど
に
つ
い

て
、
次
の
と
お
り
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。な
お
、説
明
会
で
使

用
す
る
資
料
は
、当
日
、会
場
で

配
布
し
、
講
師
は
税
務
署
が
依

頼
し
た
税
理
士
が
行
い
ま
す
。

▽
各
対
象
お
よ
び
日
時
：
【
営

業
等
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告

者
】12
月
3
日（
水
）午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分　
龍
ケ
崎
市

文
化
会
館
／
12
月
12
日
（
金
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
／
【
営
業
等
所
得
を
有
す
る

白
色
申
告
者
】
12
月
９
日
（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

竜
ケ
崎
税
務
署
／
【
農
業
所
得

を
有
す
る
者
】
12
月
10
日
（
水
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

竜
ケ
崎
税
務
署

※
開
催
時
間
の
30
分
前
か
ら
受

付
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

●
竜
ケ
崎
税
務
署
個
人
課
税
部

門　
☎
０
２
９
７
︲
６
６
︲
１

３
０
３（
代
表
）

無
料
法
律
相
談
会

法
テ
ラ
ス
茨
城

法
テ
ラ
ス
茨
城
で
は
、
次
の
要

件
①
②
、
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
方
を
対
象
に
、
弁
護
士
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
稲
敷
市
で

行
い
ま
す
。法
的
ト
ラ
ブ
ル
で

お
困
り
の
方
、
ど
う
ぞ
お
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

①
東
日
本
大
震
災
時
点
に
お
い

て
、
稲
敷
市
に
居
住
し
て
い
た

個
人
の
方

②
資
力
・
資
産
が
法
テ
ラ
ス
の

基
準
に
該
当
す
る
個
人
の
方　

▽
日
時
：
11
月
19
日
（
水
）
午
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広報稲敷 平成26年 11月号　1819　広報稲敷 平成26年11月号

11月  6日（木）	 ふれあいセンター	 弁護士
11月13日（木）	 桜川庁舎
11月20日（木）	 江戸崎公民館	 弁護士
11月27日（木）	 東分庁舎	
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後1時30分〜4時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制（前日までに）。
●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）
③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します。
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

各種相談（心配ごと、行政、人権）

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みや発達障がいの相
談をお受けします。予約制。面接制。
▽日時：11月11日（火）、26日（水）　午前10時〜午後4時　
　▽場所：各公民館、生涯学習センター、など
●稲敷市生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

教育に関する相談

生活相談

子育て・育児相談

ひきこもり相談

隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日（祝日を除く）、午前9時〜11時30分　
▽場所：新利根庁舎、小角地区公園管理棟
●稲敷市人権推進室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3300）

家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障がいなど、乳幼児から児童に
関する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜（祝日を除く）／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
◇虐待に関して、休日・夜間の連絡
●いばらき虐待ホットライン　tel.0293-22-0293

心理士・保健師によるひきこもり相談を実施し、ひきこもり
に悩む本人・家族の手助けをします。完全予約制。
　詳細につきましては、竜ケ崎保健所保健指導課にお問合せ
ください。
●竜ケ崎保健所保健指導課  tel.0297-62-2367

精神保健相談
こころの相談　
こころの健康、悩み、病気についての相談をお受けします。
精神保健福祉士がご相談をお受けしますので、相談をご希望
の方は、社会福祉課に予約してください。
●稲敷市社会福祉課（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内線
3200）

11月18日（火）　江戸崎庁舎／ 11月19日（水）　東庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付開始
＝11月10日（月）午前8時30分〜午後５時15分／定員＝
各会場6名
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

市
長
の
動
向
（
9
月
）

１
日
：
桜
川
こ
ど
も
園
辞
令

交
付
式（
桜
川
こ
ど
も
園
）

２
日
：
議
会
定
例
会
開
会

（
東
庁
舎
）

４
〜
５
日
：
議
会
本
会
議
一

般
質
問（
東
庁
舎
）

6
日
：
市
内
中
学
校
体
育
祭

（
江
戸
崎
中
学
校
）
／
江
戸

崎
・
美
浦
統
合
消
防
署
建
設

工
事
地
鎮
祭
（
旧
江
戸
崎
西

高
跡
地
）

10
日
：
参
議
院
農
林
水
産
委

員
会
視
察（
市
内
ほ
場
）

13
日
：
市
体
育
協
会
・
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
本
部
設
立
10
周

年
功
労
者
表
彰
式
（
江
戸
崎

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

14
日
：
県
市
町
村
選
抜
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
開
会
式
（
桜

川
総
合
運
動
公
園
）

15
日
：
横
利
根
釣
舟
組
合
へ

ら
鮒
釣
り
大
会（
中
島
屋
）

16
日
：
行
政
改
革
推
進
懇
話

会（
江
戸
崎
庁
舎
）
／
市
内
老

人
福
祉
施
設
訪
問（
４
施
設
）

18
日
：
市
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
（
江
戸
崎
総
合

運
動
公
園
）
／
新
利
根
小
学

校
落
成
式
・
能
楽
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
（
新
利
根
小
学
校
）

／
議
会
運
営
委
員
会
・
議
会

全
員
協
議
会（
新
利
根
庁
舎
）

19
日
：
秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（
美
浦

村
）

21
日
：
県
市
町
村
選
抜
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会（
白
鷺
球
場
）

22
日
：
県
農
林
振
興
公
社
臨

時
総
会（
県
農
林
振
興
公
社
）

24
日
：
日
本
赤
十
字
社
功
労

者
表
彰
伝
達（
江
戸
崎
庁
舎
）

26
日
：
議
会
定
例
会
閉
会

（
東
庁
舎
）

28
日
：
新
米
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
圏
央
道
江
戸
崎
Ｐ
Ａ
）

29
日
：
い
ば
キ
ラ
Ｔ
Ｖ
２
周

年
記
念
市
町
村
長
リ
レ
ー
メ

ッ
セ
ー
ジ
撮
影
（
江
戸
崎
庁

舎
）
／
社
会
福
祉
協
議
会
理

事
会
・
評
議
会
（
江
戸
崎
福

祉
セ
ン
タ
ー
）

30
日
：
江
戸
崎
地
方
衛
生
土

木
組
合
管
理
者
等
会
議
（
組

合
事
務
所
）
／
資
源
保
全
県

南
地
域
協
議
会
総
会
（
土
地

改
良
連
合
会
県
南
事
業
所
）

紙
面
の
都
合
上
、
抜
粋
し

て
掲
載
い
た
し
ま
す

情報メール配信
市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽携帯用：QR コードから

Twitter での情報発信
アカウント @inashiki_city
http://twitter.com/inashiki_city

blog での情報発信
http://blog.goo.ne.jp/inashiki-koho

身体障害者のための無料結婚相談・各種相談
茨城県からの委託・補助を受け、身体に障害のある方々がよき
配偶者に恵まれ幸せな結婚ができるように、無料の結婚相談所
を開設しています。また、就労や生活上の全般の相談を受ける
総合相談所も開設しています。結婚相談は予約制。
▽日時：月〜金曜日（祝日、年末年始は除く）午前10時〜午後
3時
●（社）茨城県身体障害者福祉協議会tel.029-243-7010

就職関係情報
出張就職無料相談会
▽日時：11月19日（水）　午前10時～正午、午後1時〜3時
▽場所：稲敷合同庁舎（2階会議室）
●県南地区就職支援センター tel.029-825-3410

情報配信

メール登録

労務関係無料相談会
市民の皆さまや市内企業の、労使関係トラブルに関する無料相
談を社会保険労務士がお受けします。
▽日時と場所：11月26日（水）、あずま生涯学習センター／
12月24日（水）、江戸崎公民館　※ 両日とも午前9時30分〜
正午　▽対象：市内企業経営者および勤務する方の労働トラ
ブルなど　▽要予約（前日午後5時までに予約してください）
問合せ・予約受付先
●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線5604）
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※空気中の測定単位：マイクロシーベルト／時
　水質と食品の測定単位：ベクレル／ kg

項　　　目 検　　査　　品　　目

不　検　出 白米（3）、きゅうり（1）、すいか（1）

基準値内のもの しいたけ（1）

基準値を超えたもの -

現在、市では放射線測定器の貸出および食品放射能の測定を無料
で行っています。貸出を希望する場合は、最寄りの庁舎（桜川庁舎
は放射線対策室）へ、食品放射能の測定を希望する場合は、生活環
境課放射線対策室（桜川庁舎）へ、電話にて事前予約をしてください。

▪ 放射線測定器の貸出と食品放射能測定を行っています
※「不検出」・・・「検出限界値」未満であることを表し、おお
むね25ベクレル毎キログラムになります。
※「一般食品」（飲料水、牛乳、乳児用食品以外）の基準値は
100ベクレル毎キログラムです。
※（）内は検査件数です。
測定結果が基準値を超えている品目についての測定日、採取
場所などの詳細、ご相談については、放射線対策室（tel.029-
892-2000　内線4407）にお問い合わせください。

施設名称 測定地 高さ 測定値
江戸崎小学校 第2G 中央 50cm 0.056 
君賀小学校 校庭中央 50cm 0.065
沼里小学校 校庭中央 50cm 0.095 
鳩崎小学校 校庭中央 50cm 0.084 
高田小学校 校庭中央 50cm 0.065 
新利根小学校 校庭中央 50cm 0.087
阿波小学校 校庭中央 50cm 0.083 
浮島小学校 校庭中央 50cm 0.057
古渡小学校 校庭中央 50cm 0.064 
あずま南小学校 校庭中央 50cm 0.078
あずま東小学校 校庭中央 50cm 0.057
あずま北小学校 校庭中央 50cm 0.071 
あずま西小学校 校庭中央 50cm 0.062 
江戸崎中学校 校庭中央 1m 0.080 
新利根中学校 校庭中央 1m 0.076 
桜川中学校 校庭中央 1m 0.110 
東中学校 校庭中央 1m 0.077 
認定こども園えどさき

（江戸崎幼稚園） 園庭中央 50cm 0.086 
新利根幼稚園 園庭中央 50cm 0.095 
桜川幼稚園 園庭中央 50cm 0.071 
みのり幼稚園 園庭中央 50cm 0.068 
ゆたか幼稚園 園庭中央 50cm 0.070 
江戸崎みどり幼稚園 園庭中央 50cm 0.079

各体育施設、公園（9月25日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
根本共同利用施設

（根本児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.110 
高田コミュニティセンター

（高田児童クラブ） 駐車場中央 50cm 0.100 
江戸崎総合運動公園 野球場 1m 0.090 
沼田野球場 野球場 1m 0.130 
江戸崎学校給食センター脇 野球場 1m 0.120 
新利根総合運動公園 野球場 1m 0.070 
桜川総合運動公園 野球場 1m 0.090 
浮島運動広場 多目的G 1m 0.080
東グラウンド 野球場 1m 0.120 
白鷺球場 野球場 1m 0.090 
リバーサイド公園 公園中央 50cm 0.080 
愛宕山公園 公園中央 50cm 0.110 
堂前公園 公園中央 50cm 0.110 
和田公園 公園中央 50cm 0.080 
古渡水の里公園 公園中央 50cm 0.130 
阿波水辺公園 公園中央 50cm 0.120 
三次親水公園 公園中央 50cm 0.120 
光葉団地公園 公園中央 50cm 0.110 
大利根東公園 公園中央 50cm 0.090 
横利根閘門公園 公園中央 50cm 0.110 

各小・中学校、幼稚園（9月8日）

施設名称 測定地 高さ 測定値
認定こども園えどさき

（江戸崎中央保育園） 園庭中央 50cm 0.093
認定こども園桜川こども園

（桜川保育所） 園庭中央 50cm 0.087 
江戸崎保育園 園庭中央 50cm 0.073 
新利根つばさ保育園 園庭中央 50cm 0.063 
幸田保育園 園庭中央 50cm 0.049 
子育て支援センター 園庭中央 50cm 0.075 

食品放射性物質測定結果（9月1日〜30日）

学校給食と水道水の放射能検査結果
各保育所（園）など（9月24日）

※ 公園や体育施設の線量が高い施設（リバーサイド公園、
江戸崎総合運動公園テニスコート、新利根総合運動公園遊
戯施設、桜川総合運動公園多目的G・遊戯施設・テニスコー
ト）につきましては、除染を実施しました。

放射性ヨウ素・放射性セシウムともに不検出。
※ 水道水：不検出とは検出限界値（おおむね1Bq ／ kg を下回った
ことを言います。）

11月  2日（日）	 いわき内科クリニック（西町）tel.029-875-5100
	 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
11月  3日（月）	 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
	 なるしま内科医院（阿見町）tel.029-869-4820
11月  9日（日）	 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
	 おおさわ眼科（阿見町）tel.029-843-7272
11月16日（日）	坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
	 まつばらウィメンズクリニック（阿見町）tel.029-830-5151
11月23日（日）	角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
	 あべ整形外科（阿見町）tel.029-875-5303
11月24日（月）	和田医院（下馬渡）tel.029-894-2412
	 つじ耳鼻咽喉科クリニック（阿見町）tel.029-801-3387
11月30日（日）	江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
	 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
12月  7日（日）	 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
	 はたかわ医院（美浦）tel.029-885-2358
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※ 都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医

市の人口（常住人口）
総人口：43,827人（-54）

　　男：21,728人（-14）

　　女：22,099人（-40）

世帯数：14,818世帯（11）

※10月1日現在

11月の納税
▽納期限：12月1日（月）
・後期高齢者医療保険料：5期

茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システム HPhttp: ／／ www.qq.pref.ibaraki.
jp ／、携帯http: ／／ www.qq.pref.ibaraki.jp ／ kt ／
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：毎日＝午後6時30分〜0時30分／休日昼間の
み＝午前9時〜午後5時
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定、公衆電話＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
専門スタッフが健康・医療の相談にお答えします。
24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

稲敷市みんなのいこいの広場
陶芸クラブ	 毎週火、木曜　午後1時～
囲碁教室	 毎週月曜　午後1時〜
カラオケ愛好会	 毎週火（午前9時30分〜）、土曜（午後1時～）
太極拳教室	 11月12日（水）　午後1時30分〜
ゆきちゃんの音楽会	 11月14日（金）　午後2時〜
生花教室	 11月17日（月）　午後1時30分〜
料理教室	 11月26日（水）　午前10時〜
絵手紙教室	 11月26日（水）　午後1時30分〜
●稲敷市みんなのいこいの広場（特別養護老人ホーム「水郷
荘」内）tel.0299-79-2319

稲敷地域小児救急輪番制
夜間休日の急な病気に対するため、小児科医による小児救急
輪番制があります。お子さんの救急医療に対応できる医療機
関と時間帯は下表のとおりです。
曜日 診 療 時 間 医 療 機 関 名 連 絡 先

月 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

火 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

水 午後6時〜9時 つくばセントラル病院 0 2 9 - 8 7 2 -
1771

木 午後6時〜9時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

金 午後6時〜9時 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

土 午後2時〜5時 牛久愛和総合病院 0 2 9 - 8 7 3 -
3111

日 午前9時〜正午 東京医科大学茨城医療
センター

0 2 9 - 8 8 7 -
1161

日 正午〜午後3時 龍ケ崎済生会病院 0 2 9 7 - 6 3 -
7111

※ 祝日は行いません。当番対応以外の時間帯は小児救急医療
24時間対応のJA とりで総合医療センター（Tel.0297-74-
5551）または土浦協同病院（Tel.029-823-3111）へ電話連
絡のうえ受診してください。
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で・き・ご・と
9-10月
市内の様々な行事、出来ごとなどを取り上げます。
●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（内線2400）

６ 

宮
本
看
護
専
門
学
校
戴
帽
式

10
月
２
日
、宮
本
看
護
専
門
学
校
２
年
生
の
戴
帽
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。戴
帽
式
は
、
看
護
師
を
目
指
す
も
の
と
し
て
の
職
業
に
対
す
る

意
識
を
高
め
、そ
の
責
任
の
重
さ
を
自
覚
さ
せ
る
た
め
の
儀
式
で
す
。

７ 

稲
敷
市
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

９
月
28
日
、
圏
央
道
江
戸
崎
Ｐ
Ａ
に
お
い
て
、
市
の
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。市
の
特
産
品
な
ど
を
配
布
し
、
ま
た
、

市
観
光
協
会
の
キ
ッ
チ
ン
飯
野
屋
さ
ん
か
ら
、
ド
ー
ナ
ツ
な
ど
を

ご
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

８ 

茨
城
県
老
人
ク
ラ
ブ
大
会

９
月
11
日
、
県
民
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
第
53
回
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。永
年
に
わ
た
り
役
員
を
務
め
ら

れ
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
と
、
活
動
内
容
が
顕

著
な
ク
ラ
ブ
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。【
写
真
】
右
か
ら
：
岡
野
貞
美

会
長（
根
本
１
）、
小
幡
保
会
長（
沼
田
台
）、
上
山
龍
夫
会
長（
大

宿
）、花
指
ゴ
ー
ル
ド
ク
ラ
ブ（
山
田
会
長
）

９ 

日
赤
奉
仕
団
員
表
彰

日
赤
茨
城
県
支
部
よ
り
、池
田
澄
子
さ
ん（
下
根
本
）へ
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。池
田
さ
ん
は
日
赤
奉
仕
団
結
成
当
初
か
ら
奉
仕

団
員
と
し
て
活
動
さ
れ
、
奉
仕
団
の
普
及
・
発
展
に
寄
与
し
た
功

績
が
認
め
ら
れ
て
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

10 

市
民
ゴ
ル
フ
大
会

10
月
１
日
、桜
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て「
第
10
回
稲
敷
市
民
ゴ
ル
フ

大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。１
１
３
名
の
参
加
者
が
熱
の
こ
も
っ
た

プ
レ
ー
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優
勝
】
一
般
の
部
：
来
栖 

清
司
／
シ
ニ
ア
の
部
：
柴
田 

末
廣
／

女
子
の
部
：
鴻
野 

ゆ
き
子

１ 

読
み
聞
か
せ
研
修
講
座

９
月
７
日
、
市
立
図
書
館
で
元
茨
城
放
送
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
藤
田

加
奈
子
氏
を
講
師
と
し
て
迎
え
、「
読
み
聞
か
せ
研
修
講
座
」を
開

催
し
ま
し
た
。読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動
さ
れ
て

い
る
市
内
の
方
々
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
の
参
加
に
よ
り
研
修
会

場
は
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

2 

竜
ケ
崎
リ
ト
ル
リ
ー
グ

竜
ケ
崎
リ
ト
ル
リ
ー
グ
が
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
２
０
１
４
ザ
バ
ス

杯
全
国
選
抜
リ
ト
ル
リ
ー
グ
野
球
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。竜
ケ

崎
リ
ト
ル
リ
ー
グ
に
は
市
内
出
身
者
が
４
名
在
籍
し
て
い
ま
す
。

３ 

市
内
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）運
動
会

10
月
４
日
、市
内
の
公
立
幼
稚
園
・
保
育
所（
園
）で
運
動
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。園
児
た
ち
は
ど
の
種
目
で
も
一
生
懸
命
で
と
て

も
楽
し
そ
う
な
顔
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。温
か
い
雰
囲
気
の
運
動

会
で
し
た
。（
写
真
：
新
利
根
幼
稚
園
）

4 

桜
川
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
が
い
も
掘
り

桜
川
こ
ど
も
園
の
園
児
た
ち
が
、
地
元
ゴ
ッ
ド
マ
ザ
ー
Ｒ
Ｕ
会
の

協
力
の
も
と
、
い
も
掘
り
を
体
験
し
ま
し
た
。６
月
に
植
え
た
苗

が
無
事
に
育
ち
、
子
ど
も
た
ち
は
嬉
し
そ
う
に
収
穫
し
て
い
ま
し

た
。

5 

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ「
稲
敷
市
の
日
」

10
月
５
日
、
鹿
島
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
に
て
、
フ
レ
ン
ド
リ
ー

タ
ウ
ン
デ
イ
ズ「
稲
敷
市
の
日
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。市
長
、
し

か
お
君
と
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
見
学

ツ
ア
ー
も
開
催
さ
れ
、
参
加
者
は
普
段
立
ち
入
る
こ
と
の
出
来
な

い
ピ
ッ
チ
サ
イ
ド
な
ど
を
見
学
し
、大
興
奮
の
様
子
で
し
た
。
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社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

社協のひろば

広報稲敷 平成26年 11月号　2425　広報稲敷 平成26年11月号

　　　善意銀行運営事業

市民の皆さまからの善意（金銭、物品などの芳志）を福祉に結ぶ『善意のかけ橋』となって事業を展開しています。ご協力をい
ただき、ありがとうございました。（敬称略・順不同、7月28日から9月27日）

【寄付金】　柳忠男　ともしびサークル　茨城県自動車整備江戸崎支部　　【物品】　千葉ﾔｸﾙﾄ販売㈱　車いす3台

　　　成年後見サポートセンター

【任意後見制度】
成年後見制度の種類で判断能力があるうちに利用できるものが任意後見制度です。自分の意思に基づき、将来、自分の判断能
力が不十分になった時のために、自分のことを支援してくれる人（任意後見人）を決め、併せて、その人に支援してもらう内
容（代理権を規定）を契約（任意後見契約）で決めておくのが「任意後見制度」です。
　任意後見契約は、公証役場で公正証書を作成して行います。公正証書の内容は法務局に登記されます。その後（通常、何年か経過
して）、本人が認知症などにより判断能力が衰えてきた状態になった場合、家庭裁判所に任意後見監督人の選任の申立てをします。
　任意後見監督人は、任意後見人の仕事を監督する人です。任意後見監督人が選任されると、元気なうちに締結した「任意後
見契約」が実行できる状態となり、任意後見契約で決めた預貯金の管理
や支払いなど（財産管理）や介護サービス契約の締結など（身上監護）の
支援内容を任意後見人が実際に行えるようになります。
　成年後見制度について詳しく知りたい方は下記までお問い合わせくだ
さい。

【問い合せ】
社会福祉協議会　成年後見サポートセンター　☎029-892-5711

　　　　稲敷市障害者センターハートピアいなしき

【就労継続支援B 型事業所　大利根東公園花壇の植栽】
ハートピアいなしきでは稲敷市から花壇整備を受託してお
り、今年で5年目を迎えます。7月には1,600本のポーチ
ュラカの植栽作業に取り組み、色とりどりのポーチュラカ
が咲き誇りました。当日はとても暑い中での作業になりま
したが、ふれあいボランティア10名の方々のご協力を得
て、ポーチュラカの植栽を無事終了することができました。
植栽後の除草作業では、ふれあいボランティアの方々、地
域の方の格別のご厚情を賜り、厚く御礼を申し上げます。

ポーチュラカの花言葉は“いつも元気” ！！
　花言葉のとおり、花壇を彩るたくさんのポーチュラカが
私たちに元気をくれます。公園を訪れる人々に元気と笑顔
をお届けできるようこれからも頑張ります。11月よりパ
ンジー、チューリップの植栽が始まります。
　パンジーは11月下旬頃から、チューリップは春先から5
月頃までが見ごろなので、公園の近くを通った際には、ぜ
ひお立ち寄りください。

【第７回ハートピアまつり開催！！】
地域の方々と親交を深めるため、今年度もハートピアまつりを開催し、自主製作品、模擬店の販売などを行います。ファ
イナルセレモニーでは利用者による太鼓演奏も迫力満点です。日頃の練習、努力の成果がご来場して頂いた皆さまに少
しでも伝われば幸いです。ぜひ、足をお運びください。みんなでハートピアまつりを楽しみましょう。
１　日　時　 11月2日（日）午前10時～午後1時（雨天決行）
２　会　場　 稲敷市障がい者センターハートピアいなしき
　　　　　　（稲敷市佐原組新田１540-1）
※ 内容に若干の変更がある場合もありますのでご了承願います。

【問合せ先】
稲敷市障がい者センターハートピアいなしき　　☎0299－79－3737

社協のひろば

●稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711/fax029-892-5922
●稲敷市地域包括支援センター tel029-834-5353/fax029-892-5733

　　　使用済み切手・使用済みプリペイドカード収集の寄付について

市民の皆さまから集められた使用済み切手・使用済みプリペイドカードは茨城県社会福祉協議会に送付し、専門業者などに
買い取ってもらい換金されたのち、茨城県内のボランティア活動支援のために役立てられます。ご協力ありがとうございま
した。（敬称略・順不同、7月28日〜9月27日）
有坂進　日本鏡板工業株式会社関東工場　匿名1名



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター

●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680
●こうだ（私立幸田保育園内）tel.0299-79-2296

子育て

広報稲敷 平成26年 11月号　2627　広報稲敷 平成26年11月号

　　　成人検診のお知らせ

行事予定（11月） 2歳児歯科健診
▽江戸崎保健センター：11月28日

（金）午後1時〜1時20分　対象＝平
成24年10月1日〜11月1日生まれ
3歳児健診
▽東保健センター：11月19日（水）午
後1時〜1時20分　対象＝平成23年
10月14日〜10月31日生まれ
育児相談
随時、お子さんの食事や子育ての相談を

詳しくは、すくすくカレンダーをご覧
ください。
3〜4か月児健診
▽東保健センター：11月17日（月）午
後1時〜1時20分　
1歳6か月児健診
▽江戸崎保健センター：11月5日（水）
午後1時〜1時20分　対象＝平成25年
3月20日〜平成25年4月10日生まれ

受け付けています。健康増進課までお気
軽にお電話ください。
マタニティースクール
妊婦さんが安心して出産、育児を迎え
られるようお手伝いする教室です。
▽ふれあいセンター：11月21日（金）
内容＝（午前）妊娠中の過ごし方、お産
の経過と補助動作、（午後）産後の生活、
新生児の育児

＜11月地区健診＞
下記日程で健診を行います。予約の必要はありません。
◎大腸がん検診をご希望の方は、容器を郵送しますので希望日の10日前までにご連絡ください。

期日 会場
受付　午前10時〜11時 受付　午後2時〜3時

11月6日（木） いこいのプラザ ふれあいセンター

11月7日（金） シルバー人材センター
（旧君賀コミュニティセンター） 沼里コミュニティセンター

11月10日（月） 沼里コミュニティセンター 江戸崎保健センター
門前第１・江戸崎田宿

11月11日（火） 江戸崎保健センター
村田・沼田第１・沼田第２ 犬塚本郷・荒野・浜新宿

11月12日（水） 江戸崎保健センター
門前第２・花指 本宿荒宿・西町・新山

11月13日（木） 江戸崎保健センター
大宿・根宿切通 天王・戸張・小角・稲波

※ 稲敷市国民健康保険にご加入の40歳以上の方を対象に特定健康診査（身体計測・血液検査・尿検査・心電図・眼底検査）
　を無料で行います。「健康保険証」と「特定健診受診券」をご持参ください。
※19歳～ 39歳を対象に生活習慣病予防健診を行います。（「健康保険証」をご持参ください）
※75歳以上の方を対象に高齢者健康診査を行います。（「健康保険証」と「健診受診券」をご持参ください）
※ 社会保険にご加入の被扶養者の方で希望の方は各医療保険者（協会けんぽ、健保組合、共済組合）にお問い合わせくださ
　い。（一部負担金あり）
※40歳以上の方は、胸部レントゲン検査（無料）及び大腸がん検診の対象となります。

　　 あ い ア イ
～「生活リズムと子どもの発育・発達」～
臨床心理士の先生の講演を行います。
子どもの成長の中で生活リズムって大事
なの？そんな疑問を解決してくれます。
▽日時：11月12日（水）午前10時～正
午　▽会場：あいアイ　▽申込み：定員
になり次第締切

～ 森林公園で秋をみつけよう！ ～
お部屋の中を飛び出して、公園へ出掛
けよう♪戸外で遊ぶのに一番良い季節
ですね！どんぐりや木の実を使った製
作をして秋を感じましょう♪
▽日時：11月4日（火）午前10時15分 
現地集合　▽場所：龍ヶ崎森林公園

　　 つばさ・ひまわり
〜 バルーンアートを楽しもう 〜
かわいい風船グッズを作ってみません
か。バルーンアートの先生がやさしく
丁寧に教えてくれます♪
▽日時：11月20日（木）午前10時15
分～　▽場所：支援センターこうだ
▽申込：11月13日（木）までに要予約

　　 こ う だ

あそびの広場日程　〜11月分〜
各支援センターとも予約の必要な行事のみ掲載。

（その他の行事は、ホームページや通信に掲載しています）

【あいアイ】
10日（月）	 午前休館（清掃のため）　※ 午後１時から開館
14日（金）	 ママと遊ぼう！
21日（金）	 11月生まれのお誕生会♪
★ぴょんぴょんコーナー★　毎週（火）予約不要
4日：製作　11日：製作　18日：リズム　25日：お散歩

【つばさ】
  7日（金）	 norinori ☆英語であそぼ♪
11日（火）	 給食体験＆子育てトーク（離乳食完了児）
12日（水）	 羊毛フェルト“きのこ”
17日（月）	 手芸講座（ポーチづくり）
26日（水）	 お誕生会＆木の実でアート！オブジェ作り☆
28日（金）	 栄養講座＆おやつ作り（場所：ひまわり）

【ひまわり】
  6日（木）	 お誕生会＆木の実で作ろう♪
11日（火）	 給食体験（離乳食完了児）
27日（木）	 エアロビ＆ヨガでリフレッシュ！
28日（金）	 栄養講座＆おやつ作り（場所：ひまわり）

【こうだ】
  6日（木）	 どんぐり拾いに行こう！
13日（木）	 秋の飾りを作ろう♪
26日（水）	 おやつ作り♪

つばさ・ひまわり
９月お誕生会では、
お月見お団子作りを
してお祝いをしまし
た♪

あいアイ
おいも掘りごっこ。
大きいおいもでてく
るかな？

こうだ
交通安全教室、楽し
かったね！

♡ あいアイ東・あいアイ桜川　日程 ♡　～ 11月分～
☆ 開設時間：午前10時～午後3時

【東保健センター】
5日（水）、7日（金）、20日（木）、26日（水）、28日（金）

【桜川保健センター】
6日（木）、17日（月）、19日（水）、27日（木）



 

	 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111
	 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
	 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
	 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書館だより 生涯学習

	 ●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）	 tel.0297-87-3439
		  fax.0297-87-5306

広報稲敷 平成26年 11月号　2829　広報稲敷 平成26年11月号

図書カレンダー  11月

市立図書館休館日＝■
	 日	 月	 火	 水	 木	 金	 土
		  	 				    1	
	 2	 3	 4	 5	 6	 7	 8	
	 9	 10	 11	 12	 13	 14	 15	
	 16	 17	 18	 19	 20	 21	 22	
	 23	 24	 25	 26	 27	 28	 29
	 30
江戸崎公民館図書室
毎週月曜日、1日、2日、3日、4
日、23日、24日、25日
桜川• 新利根公民館図書室
毎週月曜日、1日、2日、3日、4
日、23日、24日、25日
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※ 図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

“読書の秋”到来
図書館では、どなたでも気軽に読める
お勧めの本を多数ご紹介します。読書
の楽しさ、素晴らしさをぜひ味わって
ください。まだ、図書館を利用したこ
とがない方もぜひご来館ください。

映画会　〜11月分〜
▽上映時刻：午後2時〜　▽申込方法：
当日カウンターで　▽定員：各70名
■ハリー・ポッターと賢者の石（洋画
152分）
▽上映日：8日（土）・9日（日）
■父の侘び状（邦画90分）
▽上映日：15日（土）・16日（日）
■エルモと毛布の大冒険（洋画73分）
▽上映日：29日（土）・30日（日）

折って遊ぼう！
今月は「トントンずもう」を折ってあ
そびます。親子で楽しんでみてはいか
がでしょうか。

▽日時：11月8日（土）午前10時～
11時　▽対象：3歳～小学生まで（当
日申込、定員20組）

学習室とパソコンコーナーをぜ
ひご利用ください！
学習室には20台、パソコンコーナー
には5台の机と椅子を設置しており、
静かな環境の中で勉強や仕事が存分に
できます。中学生以上ならどなたでも
利用できます。

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
◆おはなしの木：11月22日（土）午後
1時〜　大型絵本「ねずみのいもほり」

「あるかな」、エプロンシアター「大き

市立図書館 なカブ」ほか
◆図書館おはなし会：11月30日（日）
午前10時30分〜　絵本「ふゆじたく 
」、大型絵本「もりのかくれんぼ」ほか

新刊図書（写真右から）
「鹿の王　上・下巻」
上橋菜穂子（KADOKAWA）

「復活祭」
馳星周（文藝春秋）

「一人っ子同盟」重松清
「椿説弓張月」平岩弓枝
「弾正星」花村萬月
「歌舞伎町ダムド」誉田哲也
「生命力」の行方」平野啓一郎
「こぼれ落ちて季節は」加藤千恵
「背乗り」竹内明

このほかにも多数の新刊図書があります。市ホームペ
ージでご確認ください。

平成26年度　「いなしき・るーむ」講座生募集！

◆募集期間：11月28日（金）まで
◆申込方法：生涯学習課へ電話でお申し込みください。
◆受付時間：午前8時30分〜午後5時（土日・祝日を除く）
◆その他：定員を超えた場合は抽選となります。申込みが
少ない講座は開講できない場合があります。結果は後日通

知いたします。
●問合わせ・申込み先
稲敷市生涯学習課　☎029-892-2000（内線3706）　Ｆ
ＡＸ：0297-87-5306

稲敷市体育協会・スポーツ少年団本部設立10周年記念事業功労者表彰式

稲敷市体育協会と稲敷市スポーツ少年
団本部主催により設立10周年記念事業
功労者表彰式が９月13日に開催されま
した。体育協会からは12名、スポーツ
少年団からは19名が功労者として、こ
れまでの顕著な功績が認められ表彰状
と記念品を授与されました。

稲敷市体育協会功労者（敬称略）
稲葉嘉一（ゴルフ部）、岡野治雄（軟式
野球連盟）、根本優美子（ママさんバ
レーボール連盟）、浅野勝衛（ソフト
ボール連盟）、長濱英弘（硬式テニス連
盟）、根本隆吉（空手道協会）、大黒徳貴

（バスケットボール協会）、鹿熊修（剣
道部）、唐澤章（弓道部）、飯沼静子（ゲー
トボール連合会）、神保まさ（グラウン
ドゴルフ部）、青木勝久（スポーツ吹矢
クラブ）

稲敷市スポーツ少年団功労者（敬称略）
稲津逹（江戸崎少年野球クラブ）、椿博
之（あずまブルーアローズ）、荒井宏已

（新利根エンゼルス）、矢崎利樹（桜川ツ
インズ）、浅野正恵（江戸崎ドリーム女
子）、山崎利治（江戸崎ドリーム男子）、
石山貴司（ライフミニバスクラブ）、秋本
泰邦（浮島ＭＢＣ）、矢﨑好孝（ＩＢＬ
ジュニアサッカー）、毎熊亮章（江戸崎Ｓ
ＳＳ）、根本光治（江戸崎空手道）、川島
博史（流空会新利根）、高山昇二（高山空
手クラブ）、宮本順子（桜川空手道）、辻
井泰雄（稲敷市少年柔道クラブ）、淺野一
繁（江戸崎剣道）、根本勝行（いなしきＡ・
Ｉくらぶ）、坂本成彦（相撲クラブ）、伊
藤美夫（江戸崎スポーツクラブ）

講座名／講師 対象 開催会場 開催日時 内容 教材費等

自力整体
／田川こづえ 成人 江戸崎

公民館

１月：9・16・23・30日
２月：13・20・27日
３月：6・13・20日
時間：午前10時30分
　　　　〜11時30分

自分で身体のゆがみ、ちぢみを直し健康体を
維持出来るように自己管理、予防する健康法
です。呼吸を整えながら、気（エネルギー）、
血液の流れを正し感じていきましょう♪

無料

プリザーブド
フラワー

／木村泰子
小 学 生
〜成人

江戸崎
公民館

１月：17・24日
２月：1・8・15・28日
３月：8・14・22・29日
時間：午後2時
　　　　〜3時30分

長期保存のできるプリザーブドフラワーで
楽しくレッスンしましょう！初心者歓迎！

１回につき
 2,000
～ 2,500円
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捕
ら
ま
へ
し
蝗
の
脚
に
あ
る
力	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

紗し
ゃ

の
よ
う
に
降
る
雨
の
な
か
通
し
鴨	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

少
年
に
戻
る
ふ
る
里
花
芒	

増
田
み
き
お（
羽
賀
）

敗
戦
忌
無
念
の
記
憶
除
隊
と
は	

酒
井
重
雄（
小
羽
賀
）

薄
雲
を
侍
ら
す
月
の
冴
え
に
け
り	

宮
本
芳
子（
切
通
）

白
鷺
の
ゆ
っ
く
り
歩
く
刈
田
か
な	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

煌
々
と
月
は
隈
な
く
湖
照
ら
す	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

が
ま
ず
み
も
活
け
て
厩
舎
の
月
見
か
な	

青
木
啓
泰（
本
宿
）

名
月
を
西
空
に
見
る
午
前
二
時	

岡
村
敏
子（
新
山
）

阿
城
忌
や
雨
に
ち
り
ん
と
秋
風
鈴	

篠
田
邑
草（
新
山
）

秋
晴
や
滑
車
で
お
ろ
す
蔵
書
か
な	

根
本
京
子（
高
田
）

ど
の
風
の
誘
ひ
に
も
の
る
百
日
紅	

代
静（
犬
塚
）

倒
れ
伏
す
稲
穂
起
し
て
母
小
さ
し	

宮
本
公
夫（
月
出
里
）

耀
よ
ふ
も
小
望
月
夜
の
控
へ
目
な	

細
川
悦
子（
荒
宿
）

十
六
夜
の
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
と
云
う
空
を	

山
田
と
み
代（
月
出
里
）

鶏
頭
の
広
が
り
咲
く
や
紅
濃
ゆ
く	

野
口
梅
子（
神
宮
寺
）

白
鷺
も
カ
ラ
ス
も
連
れ
て
コ
ン
バ
イ
ン	

山
崎
幸
子（
浮
島
）

秋
彼
岸
空
い
っ
ぱ
い
に
虹
の
橋	

松
田
和
美（
下
馬
渡
）

ま
む
し
見
て
明
日
の
旅
行
へ
眠
ら
れ
ず	

堀
内
さ
わ
子（
境
島
）

オ
ニ
ヤ
ン
マ
ぐ
る
り
と
廻
る
店
の
中	

富
元
禮
子（
古
渡
）

秋
彼
岸
遺
影
の
父
に
似
て
来
し
と	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

朝
霧
の
中
釣
舟
の
近
寄
り
来	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

色
極
め
ま
こ
と
細
や
か
実
紫	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

老
人
の
不
明
を
告
ぐ
る
有
線
が
夕
餉
の
時
に
無
事
を
伝
え
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

山や
ま
な
み脈
の
美
し
き
広
島
に
山
怒
り
蛇
王
池
の
碑
大
地
は
裂
け
る	

財
部
睦
美（
光
葉
）

リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
老
人
の
映
像
に
か
の
日
の
亡つ

ま夫
の
姿
重
な
る	

根
本
冨
貴
子（
田
宿
）

掛
布
団
め
く
れ
ば
け
さ
の
肌
寒
し
一
足
跳
び
に
秋
の
気
配
か	
根
本
正
直（
門
前
）

夕
暮
れ
て
コ
ス
モ
ス
の
花
あ
ふ
れ
咲
き
し
ば
し
見
と
れ
て
心
安
ら
ぐ	
野
沢
と
よ（
羽
賀
）

夕
影
の
道
を
色
ど
る
野
辺
送
り
悲
し
み
つ
の
る
秋
の
夕
暮
れ	

松
本
静
子（
西
町
）

お
供
え
の
栗
・
芋
・
団
子
・
萩
・
薄
並
べ
て
出
を
待
つ
今
宵
満
月	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

運
動
会
こ
ど
も
二
人
と
親
子
競
技
種
目
は
何
か
と
早
目
に
聞
き
ぬ	

山
本
彰
治（
高
田
）

法
師
蟬
の
口
調
が
強
く
な
っ
て
来
て
部
活
の
孫
が
も
う
帰
る
頃	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

湖
に
続
く
一
望
千
里
の
稲
穂
田
も
刈
ら
れ
て
一
気
に
冬
へ
の
助
走	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

在
り
し
日
の
夫つ
ま

の
好
み
し
お
み
な
え
し
墓
に
供
え
て
近
況
話
す	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

柿
の
実
は
オ
レ
ン
ジ
色
に
染
ま
り
た
り
秋
の
気
配
を
し
み
じ
み
み
覚
ゆ	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

小
さ
な
旅
ふ
た
り
で
行
け
ば
直
売
所
に
秋
の
食
材
待
っ
て
い
た
よ
と
山
成
し
て
居
り	

宮
渕
敏
江（
下
太
田
）

衰
え
し
耳
の
せ
い
か
も
虫
の
声
少
な
し
と
思
い
夕
べ
を
歩
む	

川
村
と
み（
堀
川
）

彼
岸
花
咲
く
道
風
に
吹
か
れ
つ
ゝ
我
に
告
げ
ら
れ
し
癌
の
こ
と
思
ふ	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）

秋
空
の
流
れ
の
中
を
金
色
に
う
ろ
こ
燦
め
く
大
魚
泳
げ
り	

岡
野
千
惠
子（
伊
佐
津
）

ひ
つ
そ
り
と
暮
る
る
庭
先
紫
陽
花
の
色
の
褪
せ
た
る
悲
し
み
を
聴
く	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

翅
も
つ
を
羨
む
や
う
に
蝶
の
翅
掲
げ
て
運
ぶ
蟻
の
行
列	

小
泉
實（
福
田
）

暑
き
日
の
暮
れ
ゆ
く
空
に
半
月
の
う
す
く
か
か
れ
ば
そ
こ
だ
け
の
秋	

柴
崎
文
子（
町
田
）

友
も
わ
が
犬
も
逝
き
た
り
杖
つ
き
て
の
ぼ
る
裏
坂
栗
の
実
ま
ろ
ぶ	

板
橋
道
子（
福
田
）

夕
ぐ
れ
の
庭
に
見
放
く
る
稲
原
を
わ
た
り
く
る
風
す
で
に
秋
め
く	

諸
岡
静
江（
伊
佐
部
）

「
ば
あ
ば
。じ
い
じ
い
た
ら
い
い
な
あ
」幼
き
が
純
な
目
を
し
て
我
を
見
上
げ
ぬ	

根
本
邦
子（
押
砂
）

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
う
日
の
孫
ゆ
め
み
つ
つ
夫
と
語
ら
う
指
に
数
え
て	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

ふ
る
さ
と
探
訪　

第
98
号

　
　
　
稲
敷
市
の
文
化
財（
建
造
物
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

●
市
郷
土
資
料
調
査
委
員
・
池
田
恵
子

文
化
財
に
は
有
形
・
無
形
・
民
俗
文
化
財
、
記

念
物
、
文
化
的
景
観
、
伝
統
的
建
造
物
群
な
ど

が
あ
り
ま
す
。建
造
物
は
有
形
文
化
財
に
当
た

り
、
稲
敷
市
に
は
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て

「
横
利
根
閘こ
う
も
ん門
」「
平
井
家
住
宅
」、
国
登
録
文
化

財
と
し
て
「
旧
植
竹
庄
兵
衛
家
住
宅
」
が
あ
り

ま
す
。「
町
並
み
」
も
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
と
し
て
指
定
さ
れ
、稲
敷
市
の
近
く
で
は「
佐

原
の
町
並
み
」、
ま
た
、
茨
城
県
内
で
は「
真
壁

の
町
並
み
」（
桜
川
市
）が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

横
利
根
閘
門
・
西
代
　
重
要
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
二
年
指
定

霞
ヶ
浦
と
利
根
川
を
結
ぶ
横
利
根
川
の
利
根
川

寄
り
に
位
置
し
て
い
ま
す
。明
治
時
代
の
利
根

川
は
た
び
た
び
大
き
な
洪
水
が
起
き
て
い
て
、

霞
ヶ
浦
沿
岸
は
利
根
川
の
洪
水
が
逆
流
す
る
こ

と
で
被
害
を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
の
横
利
根
川
は
霞
ヶ
浦
や
北
浦

か
ら
利
根
川
を
経
由
し
て
江
戸
（
東
京
）
へ
向

か
う
水
運
の
重
要
な
ル
ー
ト
で
し
た
。利
根
川

の
洪
水
か
ら
霞
ヶ
浦
沿
岸
を
守
る
と
と
も
に
、

利
根
川
の
水
位
が
高
い
時
で
も
水
運
を
確
保
す

る
た
め
に
、
大
正
一
〇
年（
一
九
二
一
）に
建
設

さ
れ
、
完
成
後
、
初
め
て
平
成
六
年
に
大
改
築

六
六
一
～
一
六
七
二
）
に
建
築
さ
れ
た
と
思
わ

れ
ま
す
。平
成
一
三
年
～
一
五
年
に
大
々
的
に

解
体
修
復
工
事
が
行
わ
れ
、
そ
の
時
小
野
・
逢

善
寺
の
茅
場
の
茅
も
一
部
使
わ
れ
ま
し
た
。

旧
植
竹
庄
兵
衛
家
住
宅
・
江
戸
崎
　
登
録

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
一
九
年
指
定

そ
の
昔
、
榎
ヶ
浦
と
呼
ば
れ
た
江
戸
崎
入
り
を

干
拓
し
た
、
植
竹
庄
兵
衛
（
群
馬
県
太
田
生
ま

れ
）が
昭
和
一
四
年（
一
九
三
九
）に
自
ら
の
居

宅
を
目
的
と
し
て
建
設
し
ま
し
た
。洋
館
・
和

館
・
土
蔵
の
三
棟
の
建
物
が
登
録
さ
れ
て
い
ま

す
。完
成
し
て
間
も
な
く
昭
和
一
九
年
（
一
九

四
四
）
に
皇
族
の
久く
に
の
み
や
あ
さ
あ
き
ら
で
ん
か

邇
宮
朝
融
殿
下
が
土
浦
航

空
隊
の
司
令
官
と
し
て
着
任
し
、
一
時
住
ま
い

と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、
結
婚
式

場「
大
日
苑
」と
し
て
利
用
さ
れ
、
現
在
は「
稲

敷
伝
統
文
化
保
存
会
」
が
管
理
を
ま
か
さ
れ
、

映
画
・
テ
レ
ビ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
し
ば
し
ば
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。大
震
災
に
は
か
な
り
の
部

分
が
被
災
し
、
壁
の
亀
裂
や
瓦
の
崩ほ
う
ら
く落
等
の
復

旧
工
事
が
今
年
終
了
し
ま
し
た
。

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
、
東
日
本
大
震
災
で
被

害
を
受
け
、
災
害
復
旧
工
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

現
在
で
も
漁
船
や
釣
り
船
な
ど
が
閘
門
を
利
用

す
る
な
ど
、現
役
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

平
井
家
住
宅
・
柴
崎
　
重
要
文
化
財

　
　
　
　
　
　
　
　  

　
昭
和
五
一
年
指
定

稲
敷
台
地
か
ら
南
に
広
が
る
利
根
川
の
沖
積
平

野
に
突
き
出
た
砂
州
の
先
端
に
位
置
し
、
近
辺

は
江
戸
時
代
初
め
か
ら
さ
か
ん
に
新
田
開
発
が

行
わ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
平
井
文
右
衛
門
通
り

を
中
心
に
整
然
と
し
た
槇ま
き
が
き垣
の
屋
敷
割
が
残
さ

れ
て
い
ま
す
。平
井
家
の
記
録
に
よ
る
と
、
元

禄
年
間
に
定
着
し
た
ら
し
く
、
茅
葺
民
家
で
建

築
の
構
造
が
古
い
こ
と
や
、
新
利
根
川
が
開
削

さ
れ
た
時
代
背
景
な
ど
か
ら
、
寛
文
年
間
（
一

　
「
横
利
根
閘
門
」
や
「
旧
植
竹
庄
兵
衛
家
住

宅
」は
、日
本
が
近
代
化
す
る
過
程
で
、レ
ン

ガ
や
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
、
洋
風
建
築
な
ど
西

洋
の
技
術
を
取
り
入
れ
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
の
富
岡
製
糸
工
場
が
近
代
化
遺
産
と

し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
稲
敷
市
内
の

近
代
化
遺
産
「
横
利
根
閘
門
」・「
旧
植
竹
庄

兵
衛
家
住
宅
」も
注
目
に
値
す
る
も
の
で
す
。

　
「
町
並
み
」
と
し
て
は
江
戸
崎
の
城
下
町
・

商
人
町
や
阿
波
・
大
杉
神
社
の
門
前
町
な
ど

が
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に
近
い
町
並

み
と
し
て
残
っ
て
い
ま
す
。こ
の
よ
う
な
目

で
市
内
を
見
る
と
今
ま
で
と
違
っ
た
風
景
に

出
会
う
楽
し
み
が
味
わ
え
ま
す
。

＊
閘
門
―
水
位
の
高
低
差
の
大
き
い
河
川
間

で
、
船
を
通
行
さ
せ
る
た
め
に
水
位
を
調
整

す
る
施
設

＊
新
利
根
川
開
削
―
利
根
川
の
水
位
を
下
げ

る
た
め
に
、
寛
文
二
年
（
一
六
六
二
）
～
六

年（
一
六
六
六
）に
開
削
。灌
漑
・
排
水
の
便

が
向
上
、新
田
開
発
が
行
わ
れ
る
。

●
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１
１

△横利根閘門

△平井家住宅

△旧植竹庄兵衛家住宅



モバイル版HP広報へのご意見を！　市民の皆さんのご意見、ご提案を今後の編集に反映していきたいと思います。
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稲四季通信 #16 

筑波大学大学院　修士 1 年　栗原 広佑

1

2

3

4

5

　10月11日（土）、秋晴れの空の下「稲四季畑ごはんツアー」を開催しました。今
小の外内市、にマーテを」季四稲の秋 る知てべ食、でん遊、てね訪「、はーアツの回

学生親子を対象とした食育体験です。会場を浮島のさつまいも畑とし、収穫と調
理、稲敷の農産物を題材にしたゲームとエコバックづくりを行いました。
　当日は桜川公民館に集合し、そこで参加者と市民団体のお母さん方、筑波大生
の自己紹介から始まりました。その後バスで浮島のさつまいも畑に移動し、いよい
よ収穫開始です。丸々と大きく育ったさつまいもは引っこ抜くのも一苦労。スコッ
プを上手に使い、小学生の皆さんも収穫作業に夢中です。一時間ほどで収穫かご
が一杯になるほど収穫することができました。
　次はお待ちかねのお昼ごはんの準備です。収穫したさつまいもは天ぷらに、お
米は稲敷産の新米を「へっつい」と呼ばれる簡易かまどで丁寧に炊き上げます。
採れたてのさつまいもをすぐに調理し、食べる喜びは格別です。農作業の道具を活
用し、収穫かごをテーブルとイスにしたお昼ごはんは、農家の楽しみと生きがいを
感じられる賑やかなものとなりました。
　お昼ごはんの後は、稲敷の野菜と果物をテーマにしたクイズゲームです。クイ
ズの中には一人では分からないものも含まれていましたが、みんなで教え合い稲
敷の農産物について知識を深めることができました。続いてのエコバックづくりで
は、れんこんやさつまいも、かぶをスタンプにしてオリジナルエコバックをつくりま
した。野菜を工夫して切って、自分だけの綺麗な模様を描く作業では、いままで知
らなかった野菜の新しい一面を見ることができました。
　一日中体を動かし、稲敷の農産物に触れられた稲四季ツアーは、日常では知る
ことのできない稲敷の魅力が沢山詰まっていました。今後は他の季節でも、新しい
稲敷の魅力を見つける旅を考えていきたいと思います。
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民
公
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散
解

12:3013:3015:0015:3015:45 9:3511:00 9:00

１．お昼ごはんの風景。竹を使っ
　　たテントと収穫かごで会場づ
　　くりを行いました。　
２．さつまいもの収穫風景。みん
　　な上手に掘っていました。　
３．ご飯はへっついで丁寧に。火
　　起こしから準備したお米の味
　　は格別です。　
４．クイズゲームの風景。分から
　　ないことは稲敷のお母さん達
　　が優しく教えてくれます。　
５．エコバックづくりの風景。皆
　　さんそれぞれ独創的な自分だ
　　けのエコバックを作ることが
　　できました。


